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ジュエリー・アイス
PHOTO／浦島　久

撮影場所／豊頃町大津海岸

町名・町章の由来
アイヌ語の「トエコロ」が語源で、その意味は「大きなフキが
生えていたところ」といわれています。町章は、中心からト・ヨ・
コ・ロを抽象化し、平和・親和・協力・団結を示し、変形三重
円は波紋を表現し、町の限りない躍進を表しています。

豊頃町民憲章
わたくしたちは、故

ふる

郷
さと

の母なる大
たい

河
が

十勝川の流れるところ——
その大

おお

海
うな

原
ばら

をのぞむ、十勝発祥の地に働くよろこびに生きる、豊頃の町民です。
わたくしたちは、先人のたくましい開拓精神と、報徳のおしえをうけつぐことを
ほこりとし、この町民憲章を定めます。

いまを充実させ、未来を発展させるために。
●健康で、明るい町をつくりましょう。
●自然を愛し、生産を高め、豊かな町をつくりましょう。
●きまりを守り、安全で住みよい町をつくりましょう。
●お互いの立場を理解し、助け合って、しあわせな町をつくりましょう。
●文化を高め、未来に夢をもつ町をつくりましょう。

位置・地勢
東経143度30分・北緯42度48分、十勝の東南端に位置し、同緯度
にはボストン、シカゴ、ローマなどの都市があります。町の東部を
流れる十勝川の河岸段丘と、西
部地域の標高約330mを最高と
する低丘陵地で形成されており、
十勝川とその支流沿いに肥沃な
耕地が広がり、丘陵部は豊かな
森林地帯となっています。

W143°30.21

N42°48.04

気　候
内陸部は大陸性の気候を示し、夏は比較的高温、冬は低温・乾燥
の日が続きます。平均気温は夏は約20℃、冬はマイナス10℃前後。
雨量は少なく、秋から春にかけて晴天日が非常に多いドライ・ゾー
ンとなります。
南部は太平洋
の影響で、夏
期に海霧の発
生があります。
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人口・世帯
平成26年12月末現在の人口は3,359人（男1,615人、女1,744人）
で、世帯数は1,509戸となっています。昭和30年代には1万人を上
回る人口を数えまし
たが、40年代には
いって過疎化が進み
急速に減少しまし
た。50年代後半か
らは5,000人台とな
り、現在も減少傾向
にあります。
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人口推移

平成26年12月現在
○男性　1615人
○女性　1744人
●合計　3359人
●世帯　1509戸

1484戸

S40　　　45　　　50　　　55　　　60　　　H2　　　7　　　9

姉妹都市

●サマーランド（カナダ国）
　サマーランドとの交流は池田町の姉妹都
市ペンティクトンの紹介で始まったもの
で、平成6年の中高生の派遣（ホームス
テイ）からスタートしました。

面　積
豊頃町の直線延長は東西が約34km、南北が約35kmで、その
面積は536.52km2となっています。この広さは十勝支庁全体
（10,831.23km2）のおよそ20分の1にあたり、管内19市町村のうちで
9番目の広さとなっています。森林面積が61％を占め、農業用地は約
20％となっています。

豊頃町
DATA

●相馬市（福島県）　　　　　●滑川市（富山県）

相馬市、滑川市は、豊頃開拓の祖二宮尊親と、富山県から多くの
移住者があったことから、2都市と姉妹締結をしています。
報徳精神や深い関わりを大切にしながら、産業や文化交流、児童
親善使節団をとおして、まちづくりや福祉の向上をともに目指し
ています。
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何気ない日常の中にある、一瞬
ふるさとに、無限の愛を込めて

「はるにれに虹橋」　闍木　皓

町内在住の写真愛好家による

豊 頃 町 の 風 景
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「重い空」
 樫木敬子

「夜明け」
 樫木　勝

「二宮まつり」福井美枝子
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この地に根ざし、生きる人々
その息遣いが、写真を通して伝わってくる

「大津浜」  福井一浩
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「茂岩公園の春」土井健二

「雪のふる夜」平野武美

「全道サイクリング十勝大会inとよころ」紺野　裕
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豊
頃
町
大
津
。
十
勝
の
開
拓
の
歴
史
は
、
こ

の
地
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
に

始
ま
っ
た
開
拓
。
文
久
3
年（
1
8
6
3
年
）に

青
森
か
ら
大
津
へ
と
や
っ
て
来
た
堺
千
代
吉
が
、

和
人
と
し
て
大
津
に
定
住
し
た
初
め
て
の
人
物

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
13
年
、
十
勝
外
四
郡
（
中
川
郡
、
河
東

郡
、
河
西
郡
、
上
川
郡
の
四
郡
）
戸
長
役
場

（
現
在
の
町
役
場
の
前
身
）が
設
置
さ
れ
、
大
津

は
ま
す
ま
す
十
勝
の
中
心
と
し
て
発
展
を
遂
げ

て
い
き
ま
し
た
。
理
想
の
地
を
求
め
て
十
勝
に

や
っ
て
来
た
二
宮
尊
親
一
行
が
ウ
シ
シ
ュ
ベ
ツ

原
野
を
発
見
し
た
の
が
明
治
29
年
。
翌
年
に
は

二
宮
農
場
と
し
て
開
墾
し
、
現
在
の
豊
頃
町
の

礎い
し
ず
えを

築
き
ま
し
た
。
開
拓
は
厳
し
い
自
然
と

の
戦
い
の
連
続
で
し
た
が
、
人
々
は
幾
度
も
訪

れ
た
冷
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
を
乗
り
越
え
、

ま
ち
は
発
展
を
続
け
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
4
月
、
大
津
村
の
特
殊
な
地
理
的

要
因
な
ど
か
ら
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
三
分
割

に
よ
り
村
の
中
心
部
を
豊
頃
村
に
編
入
し
、
昭

和
39
年
に
は
戸
数
1
9
0
4
戸
、
人
口
1
万
80

人
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
、
街
並
み
も
整
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
40
年（
1
9
6
5
年
）1
月
1
日
、

町
制
が
施
行
。
こ
こ
か
ら
、
大
津
村
、
豊
頃
村

の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
だ
、「
豊
頃
町
」の

50
年
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
42
年
に
は

豊
頃
町
民
憲
章
を
制
定
。
そ
こ
に
は
、「
⋮
先

人
の
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
と
、
報
徳
の
お
し

え
を
う
け
つ
ぐ
こ
と
を
ほ
こ
り
と
し
⋮
」
と
、

謳う
た

わ
れ
て
お
り
、
今
も
な
お
、
町
民
の
あ
る
べ

き
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
54
年
に
は
現

在
の
役
場
庁
舎
が
完
成
。
同
年
に
は
長
年
の
要

望
で
あ
っ
た
大
津
漁
港
も
開
港
し
、
安
心
し
て

漁
を
営
む
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
サ
ケ
漁
を
中
心

に
、
大
津
の
漁
業
は
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
4
年
後
、
8
年
の
歳
月

を
か
け
て
豊
頃
大
橋
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
1
月
1
日
を
も
っ
て
町
制
施
行
50

周
年
を
迎
え
た
豊
頃
町
。
近
年
で
は
農
業
の
生

産
額
が
1
0
0
億
円
を
突
破
し
過
去
最
高
を
記

録
。
漁
業
で
は
、
設
立
65
周
年
を
迎
え
た
大
津

漁
協
の
記
念
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
更

な
る
躍
進
を
誓
い
ま
し
た
。
先
人
の
た
く
ま
し

い
開
拓
の
精
神
と「
報
徳
の
お
し
え
」を
胸
に
、

次
の
半
世
紀
に
向
け
て
豊
頃
町
は
歩
み
続
け
て

い
き
ま
す
。

豊
頃
町
の
歴
史

写真上／豊頃町誕生を報じる当時の広報より写真抜粋。
写真中／町制施行記念パレードの様子。
写真下／町制施行当時の茂岩市街。

｜
町
制
施
行
50
年
｜
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昭和37年（1962年）8月2日～4日。台風9号による大豪雨で氾濫した十勝川と茂岩橋。
「十勝川―写真で綴る変遷―」（北海道開発局帯広開発建設部）

開拓の歴史、水害との戦いの歴史にまつわる石碑が、現在も
町内に残されています。この地にやって来た先人たちの胸に
秘められた思いは、どのようなものだったのでしょう。

豊頃町の
  歴史

豊頃町の歴史は、水害との戦いでもありました。
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二
宮
尊
親
の
足
跡
を
辿
り
、

報
徳
を
考
え
る

　
今
か
ら
約
1
2
0
年
前
に
十
勝
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
出
来
事

が
起
こ
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
1
8
9
7
年
に
公
布

さ
れ
た
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
（
大
土
地
所
有
制
を
可

能
に
し
た
法
）」
で
あ
る
。
こ
の
法
に
よ
り
十
勝
地
方
に
大
農
場

が
続
々
誕
生
し
、
多
く
の
大
農
場
主
は
不
在
地
主
と
し
て
小
作

制（
土
地
の
貸
借
に
伴
う
権
利
関
係
、
特
に
高
額
の
小
作
料
が
問

題
と
な
る
）
を
行
い
、
多
く
の
移
住
者
は
北
海
道
で
土
地
を
持
つ

夢
を
抱
き
や
っ
て
来
た
が
大
農
場
か
ら
自
立
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

小
作
農
と
し
て
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
同
年
に
二
宮
尊
親

は
相
馬
地
方
か
ら
入
植
者
を
引
き
連
れ
、
豊
頃
町
二
宮
地
区
の
開

拓
に
乗
り
出
し
、
困
難
な
開
拓
と
闘
い
な
が
ら
、
村
づ
く
り
と
農

民
の
独
立
を
見
事
に
成
功
さ
せ
た
。

　
こ
の
成
功
は
、
大
農
場
で
は
極
め
て
稀ま
れ

な
こ
と
で
あ
り
、
尊
親

の
指
導
が
高
く
評
価
さ
れ
る
所ゆ
え
ん以
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
〝
報

徳
〟
の
精
神
が
あ
っ
た
。
こ
の
報
徳
と
は
何
か
、
尊
親
の
足
跡
を

辿
り
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

文
／
豊
頃
町
郷
土
資
料
調
査
研
究
員
　
佐
藤
信
勝

1944年生まれ。二宮尊親、報徳の
おしえ、大津の歴史について調査、
研究を重ねてきた。豊頃町郷土資
料科調査研究員。

佐 藤  信 勝さん
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豊頃町の
  歴史

豊
頃
町
の
誇
る
歴
史
と
は

　

豊
頃
町
に
は
誰
に
も
誇
る
こ
と
の
で
き
る
歴

史
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
報
徳
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
豊
頃
町
の

町
民
憲
章
に
「
⋮
わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
の

た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
と
報
徳
の
お
し
え
を
う

け
つ
ぐ
こ
と
を
ほ
こ
り
と
し
⋮
」
と
謳
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
単
に
豊
頃
町
だ
け
の
範
囲

に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
全
国
の
報
徳
運
動
の
中

で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
豊
頃
町
の
役

場
前
に
「
二
宮
尊
徳
の
像
」
が
あ
り
ま
す
が
、

知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
青
銅（
ブ
ロ
ン
ズ
）

で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
で
同
じ
も
の

が
三
体（
相
馬
市
、
真
岡
市
、
豊
頃
町
）あ
り
ま

す
。
両
市
と
も
尊
徳
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
で
す
。

　

こ
の
像
は
報
徳
運
動
の
著
名
な
活
動
家
で
あ

る
田
嶋
享
氏
に
よ
っ
て
、
豊
頃
町
に
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
「
豊
頃
は
報
徳

の
お
し
え
」
に
ふ
さ
わ
し
い
町
で
あ
る
か
ら
と

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
豊
頃
は
全
国
を

代
表
す
る「
報
徳
の
町
」な
の
で
す
。

二
宮
尊
親
と
は

　

ア
メ
リ
カ
の
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
ペ
リ
ー

が
黒
船
を
率
い
て
日
本
へ
や
っ
て
き
た
頃
、
尊

親
は
安
政
2
年（
1
8
5
5
年
）、
日
光
市
今
市

に
て
父
尊
行
、
母
鉸
の
長
男
と
し
て
誕
生
、
幼

少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
尊
親
、
正
式
に
は

「
た
か
ち
か
」と
読
み
ま
す
。
尊
親
の
祖
父
は
二

宮
尊
徳
で
す
。
戊
辰
戦
争
の
時
、
父
の
尊
行
は

相
馬
藩
か
ら
招
か
れ
、
二
宮
家
は
日
光
市
今

市
か
ら
相
馬
へ
転
住
し
ま
し
た
。
明
治
10
年

（
1
8
7
7
年
）興
復
社
を
結
成
し
副
社
長
に
、

明
治
23
年
に
は
社
長
に
就
任
。
明
治
29
年
７
月

に
相
馬
の
農
民
を
救
済
す
る
た
め
新
天
地
を
求

め
て
北
海
道
に
渡
り
、
ウ
シ
シ
ュ
ベ
ツ
原
野
の

一
画（
豊
頃
町
二
宮
）を
入
植
地
と
定
め
ま
す
。

尊
親
は
現
地
で
10
年
間
指
導
し
、
成
功
を
確
信

し
て
相
馬
へ
戻
り
、
相
馬
で
は
祖
父
尊
徳
の
残

し
た
膨
大
な
資
料
の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

写真右／報徳の考え方が108字にまとめられた、尊親書の報徳訓。
　　　　二宮構造改善センターに所蔵されています。
写真左／同じく、二宮構造改善センター敷地内にある
　　　　牛首別報徳会の記念碑。

大
正
11
年（
1
9
2
2
年
）体
調
を
崩
し
東
京
に

て
静
養
中
に
死
去
（
68
歳
）。

報
徳
と
は

　　

報
徳
と
は
何
か
、
チ
ョ
ッ
ト
わ
か
り
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
二
宮
尊

徳
が
考
え
、
教
え
た
こ
と
を
実
践
す
る
」
と
考

え
ま
す
。
尊
徳
は
何
を
教
え
よ
う
と
し
た
の

ものごとを実現するため、
この四綱領を日常生活の指針としました。

「
至
誠
」　

ま
っ
す
ぐ
で
思
い
や
り
の
あ
る
心
を

も
っ
て
生
活
す
る
こ
と

「
勤
労
」

働
く
こ
と
は
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
社

会
に
役
立
つ
成
果
を
生
み
出
す
こ
と

「
分
度
」

経
済
的
に
は
、
収
入
の
枠
内
で
一
定
の

余
剰
を
残
し
、
生
活
す
る
こ
と

「
推
譲
」

働
い
て
得
た
余
分
は
、
貯
え
、
社
会
の

た
め
に
各
人
は
分
に
応
じ
て
拠
出
す
る

こ
と
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か
。
こ
の
頃
の
北
関
東
は
天
災
が
続
き
、
農
村

が
破
壊
さ
れ
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
農
民
の
生

活
は
苦
し
く
、
精
神
的
に
も
荒
廃
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
尊
徳
は
、
農
民
が

抱
え
て
い
た
多
額
の
借
金
を
な
く
す
た
め
に
無

利
息
で
お
金
を
貸
し
、
そ
の
返
済
方
法
を
指
導

し
た
り
、
一
生
懸
命
働
い
た
農
民
を
表
彰
し
た

り
し
て
励
ま
し
、
農
民
に
や
る
気
を
高
め
さ
せ
、

苦
し
い
環
境
を
変
え
る
た
め
の
自
助
努
力（
勤

労
・
倹
約
）を
教
え
ま
し
た
。
ま
た
、
人
は
自

然
や
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
な
か
で
生
き
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
返
す
こ
と
も
。
こ
れ
が
報
徳
で
す
。
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
、
日
常
生
活
の
指
針
と
し

て
四
綱
領
が
あ
り
ま
す
。

　
興
復
社
と
は

　

尊
親
を
語
る
時
、
興
復
社
と
い
う
言
葉
が
よ

く
出
て
き
ま
す
が
、
こ
の
興
復
社
と
は
何
を
指

す
の
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
終
わ
り
頃
、
相
馬
藩
は
天
災
な
ど
で
財
政

の
悪
化
に
見
舞
わ
れ
、
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
建
て
直
し
を
行
っ
た
の
が
二
宮
尊
徳
で
す
。

こ
れ
を
相
馬
仕
法
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
仕

法
に
よ
り
再
建
は
成
功
し
ま
し
た
が
、
明
治
4

年
に
廃
藩
置
県
が
な
さ
れ
、
仕
法
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
宮
尊
徳
の
高
弟
で
あ
っ

た
富
田
高
慶
や
二
宮
尊
親
な
ど
が
、
明
治
10
年

に
「
興
復
と
は
衰
を
挙
げ
廃
れ
を
興
し
、
危
う

き
安
き
に
復
す
」
と
い
う
尊
徳
の
教
え
を
継
続

す
る
た
め
に
結
成
し
た
の
が
興
復
社
で
す
。
そ

の
後
、
国
内
で
は
新
し
い
社
会
の
経
済
的
な
変

化
に
対
応
で
き
な
い
農
民
は
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
興
復
社
は
相
馬
地
方
の
こ

れ
ら
の
農
民
を
救
済
す
る
た
め
新
天
地
を
求
め
、

「
北
海
道
探た
ん

見け
ん

」に
乗
り
出
し
ま
す
。
明
治
29
年

7
月
29
日
豊
頃
町
二
宮
の
地
に
辿
り
着
き
、
こ

こ
は
新
し
い
村
づ
く
り
に
適
し
た
理
想
の
地
で

あ
る
と
入
植
先
に
決
め
、
相
馬
よ
り
豊
頃
へ
の

入
植
が
開
始
。
現
在
の
二
宮
地
区
の
繁
栄
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
村そ

ん

名め
い

御ご

許き
ょ

可か
ね

願が
い

」か
ら
見
え
る

尊
親
の
考
え
と
願
い
と
は

　
「
興
復
社 

官か
ん
ち
ょ
う
ね
が
い
と
ど
け
つ
づ
り

庁
願
届
綴
」（
相
馬
市
所
蔵
）

の
中
に「
村
名
御
許
可
願
」が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
文
書
は
当
時
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

二宮神社から眺める、二宮地区。尊親が探していた、理想の地です。

明治末期に撮影された、尊親一家と興復社社員。
前列左から3番目の、杖を持った人物が尊親。
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豊頃町の
  歴史

貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
の
資
料
は
明
治
30
年
3

月
24
日
、
ウ
シ
シ
ュ
ベ
ツ
原
野 

興
復
社
出
張

所
か
ら
北
海
道
庁
へ
郵
送
さ
れ
た
も
の
で
す
。

二
宮
地
区
へ
の
第
一
期
入
植
は
明
治
30
年
4
月

8
日
で
す
が
、
資
料
の
日
付
に
よ
り
、
移
住
者

の
入
植
前
に
現
地
で
事
務
所
を
設
け
て
入
念
に

準
備
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

興
復
社
の
村
づ
く
り
と
農
場
経
営
に
つ
い
て

の
考
え
を
、
尊
親
は
「
興
復
社
の
ウ
シ
シ
ュ
ベ

ツ
原
野
の
入
植
は
、
小
作
養
法
と
は
違
い
、
自

治
独
立
を
目
的
に
し
た
村
落
を
構
成
す
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
移
住
者
の
中
で
大
農
場
の
小

作
人
と
し
て
働
く
人
も
大
勢
い
ま
し
た
が
、
そ

の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
尊
親
は
「
大

農
場
と
は
、
農
場
主
の
所
有（
高
額
の
小
作
料
）

を
造
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
多
く
は
小
作
制
で
、

小
作
人
へ
幾
分
の
土
地
貸
与
は
あ
る
が
全
部
の

贈
与
は
殆
ど
ま
れ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
小
作

人
が
土
地
を
取
得
し
独
立
し
て
農
民
に
な
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
農
場
主
は
不

在
地
主
と
し
て
多
く
は
東
京
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
が
、
尊
親
は
自
ら
入
植
地
に
入
っ
て
先
頭

に
立
ち
、
入
植
し
た
農
民
へ
の
村
づ
く
り
と
農

民
の
独
立
に
取
り
組
み
、
成
功
さ
せ
た
の
で
す
。

大
農
場
で
は
極
め
て
稀
な
こ
と
と
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

上
記
の
目
的
で
事
業
に
臨
み
、
そ
の
切
な
る

思
い
を
込
め
、
新
し
く
で
き
る
村
に
は
、
二
宮

の
姓
を
取
り「
二
宮
村
」と
の
命
名
を
望
み
許
可

を
求
め
ま
し
た
が
、
そ
の
答
え
は
、
残
念
な
が

ら
「
北
海
道
庁
に
村
名
許
可
願
を
差
出
し
た
が
、

そ
の
後
何
等
の
通
知
も
な
く
、
自
然
に
消
滅
し

写真右／二宮構造改善センターには、尊親にまつわる貴重な資料が収められています。
写真中／センターの敷地内には、尊親のお墓があります。
写真左／センターの敷地内にあるハルニレの大木。尊親たちの歩みを、
　　　　静かに見守ってきました。

豊頃町二宮報徳館には、興復社ゆかりの道具など
が多数保管されています。

1．農地開拓に実際に使用された計測器。作業はほ
とんど手作業で進められました。

2．尊親が着用したとされる、冬用のコート。
3．同じく尊親が使用した下駄。この下駄をはいて、
尊親は何度も二宮の地を歩いたのでしょう。

4．書類作成などに実際に使用された木版。染み込
んだインクの跡が歴史を感じさせます。

1

3

2

4
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た
」
と
朱
書
き
で
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
尊
親
の
取
り
組
み

芋
コ
ジ
と
は 

　

興
復
社
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
に
例
会
が
あ

り
、
芋
コ
ジ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
祖
父
尊

徳
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
毎
月

20
日（
尊
徳
の
命
日
）に
午
後
よ
り
仕
事
を
休
ん

で
集
ま
り
、
話
し
合
い
や
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
会
議
を
行
っ
た
の
か
。
尊

親
は
困
難
な
開
墾
に
立
ち
向
か
い
、
逃
げ
た
く

な
る
移
住
者
に
、
闘
う
力
を
維
持
、
高
め
さ
せ

る
た
め
に
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
心し
ん

田で
ん

開か
い

発は
つ

と
も
い
い
ま
す
。
ま
た
年
に
一
度
、
厳
し

い
状
況
の
中
で
働
く
人
を
大
切
に
し
「
力
農
篤

行
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
尊
親
は
「
力

農
篤
行
者
と
は
平
素
の
心
掛
け
善
く
且
つ
農
業

に
丹
誠
な
る
者
を
い
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
選
挙
に
よ
る
投
票
で
当
選
者
3
名

（
後
に
5
名
）を
決
め
、
当
選
者
に
は
一
票
に
つ

き
金
25
銭
が
褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
例
会
へ
の
出
欠
席
が
わ
か
る
よ
う
に「
興

復
社
農
場
の
名
簿
板
」が
置
か
れ
、
名
札
と
皆

の
手
本
に
な
る
よ
う
に
下
段
に
は
表
彰
者
（
力

農
篤
行
者
）
の
名
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
農
民
の
た
め
、
人
の
た
め
に

尽
く
し
て
き
た
尊
親
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
報

徳
と
の
関
係
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
報
徳
と
尊

親
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

写真上／ウシシュベツ農場員名札。皆の手本
になるように、下段には表彰者（力農篤行者）
の名札が掲げられています。
写真右下・左下／尊親が力農篤行者に贈った
表彰状と、褒美の目録。表彰された人物の子
孫にあたる人が、大切に保管していました。
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豊頃町の
  歴史

毎年秋に報徳二宮神社で行われる、二宮獅子舞神楽。
町の指定文化財にもなっています。12名で構成され
る保存会は、5代目にあたります。「二宮は、何かや
るときは結束が固い地区ですね」と、代表の青田さ
んが話してくれました。

豊頃小学校で行われた、報徳のおしえを盛り込んだ
公開授業の様子。元気いっぱいの子どもたち。至誠、
勤労、分度、推譲の四綱領をテーマにした、かるた
づくりを行いました。

報徳の心は、現代から未来へと受け継がれていきます。
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文久 3 年 堺千代吉、大津に初めて定住する。
明治 8 年 漁場開設（十勝組合の設立）、
 大津駅逓所、郵便取扱所できる。
　　13年 十勝外4郡戸長役場、大津に開設。
　　14年 大津簡易小学校開設。
 藤井富兵衛、旅来に入植。
　　17年 大津に幌泉警察署大津分署、電信分局できる。
　　25年 富山県人20名、下牛首別に入植。
　　26年 茂岩駅逓所開設。
　　30年 二宮尊親一行、二宮農場開く（福島県人）。
　　32年 中川郡豊頃村、安骨村戸長役場開設。
 茂岩郵便局開局。
　　33年 茂岩簡易教育所できる。
　　36年 十勝水産組合できる。
　　37年 釧路～豊頃間鉄道開通。
　　39年 二級町村制施行され、豊頃村と改称。
大正 6 年 十勝川に発動機船運行。
　　10年 大津漁業組合発足。
昭和 7 年 十勝川治水工事着手。
　　 8 年 豊頃村産業組合発足。
　　12年 豊頃村、大津村に商業組合設立。
　　15年 豊頃橋架橋に伴い、渡船廃止。
　　17年 豊頃村、大津村に森林組合設立。
　　22年 公選による村長選挙執行（四月）。
　　23年 豊頃村、大津村に農業協同組合発足。
　　24年 大津村開基70年記念式典挙行。
 豊頃村開拓農業協同組合発足。
 大津村漁業協同組合発足。
　　25年 豊頃村開基50周年記念式典挙行。
　　27年 十勝沖地震発生。豊頃町教育委員会発足。
　　30年 町村合併により大津村中部地区を編入。
　　35年 チリ沖地震津波で大津に被害。
 豊頃商工会設立。
　　36年 茂岩橋竣工。
　　 農業構造改善事業実践町村に指定。
　　38年 長節原生花園、道天然記念物に指定。
　　40年 町制施行。
 開基八十五周年記念式典挙行。
　　42年 町民憲章制定。
 十勝川両岸暫定築堤完成。
　　44年 大津港第4種漁港に昇格。
 東十勝3町し尿処理場完成。
 農村電話自動化される。
 社会福祉センター完成。
　　45年 豊頃町過疎指定町村に、旧大津村地区を山村指定。
　　46年 豊頃町史できる。
 東十勝消防事務組合発足。
　　47年 名誉町民に堺哲也氏。
　　49年 第1回家畜まつりと秋あじ祭り開催。
　　50年 大津郵便局開局百年祝う。
　　51年 新茂岩橋（豊頃大橋）建設工事始まる。
　　52年 農村総合整備モデル事業指定。
　　53年 農村地域工業導入地区に指定。
 豊頃開拓農協解散し、農業協同組合に合併する。
 名誉町民に菅原春見氏。
 豊頃町総合開発計画スタート。
　　54年 豊頃町開基百年記念式典挙行。
 役場庁舎新築完成。
 大津漁港一部使用開始。
 字名地番改正事業（～57年終了）。
　　56年 総合体育館完成。

豊頃町の
  歴史

　　58年 福島県相馬市と姉妹都市締結。
 豊頃大橋完成。
　　59年 富山県滑川市と姉妹都市締結。
 第1回とよころサーモンマラソン大会。
 第1回まちづくり住民大会。
　　60年 豊頃町連合婦人会創立30周年。
 第1回とよころ夏まつり。
 名誉町民に神田貞雄氏。
　　61年 第1回とよころカップ十勝綱引選手権大会。
 森林学習公園「久保の森」オープン。
 育素多排水機場着工式挙行。
　　62年 清掃センター完成。
　　63年 新豊頃町総合開発計画スタート。
 「ジャパンFRP開発」企業進出。
平成元年 アイシン精機テストコースの進出協定締結。
　　 2 年 町立豊頃医院新築完成。
 開基110年記念式典挙行。
　　 3 年 茂岩商店街活性化・マイロード事業開始。
 下水道事業開始。
　　 4 年 桜づつみ整備事業開始。
 21世紀町づくりサミット開催。
 十勝河口橋完成。
　　 5 年 町有バス運行開始。商工会館新築完成。
　　 6 年 デイサービスセンター完成。
　　 7 年 防災行政無線整備。
　　 8 年 保健センター完成。
 カナダ・サマーランドとの姉妹都市締結。
 茂岩下水浄化センター完成。
　　 9 年 第一回「海と大地の祭典」とよころ産業まつり開催。
　　10年 第3次豊頃町総合開発計画スタート。
　　11年 大津地域コミュニティーセンター完成。
　　12年 開町120年記念事業実施。
　　13年 生涯学習施設「える夢館」完成。
　　14年 二宮小学校開校100年、茂岩小学校に統合。
　　15年 十勝川水防公開演習開催。
 十勝沖地震発生（震度6弱）。
　　16年 十勝環境複合事務組合に加入。
　　17年 町立歯科診療所新築完成。
 ごみ有料化始まる。
　　18年 町地域包括支援センター開設。
　　19年 茂岩小学校と豊頃小学校が統合。
 茂岩保育所が旧茂岩小学校に移転。
　　20年 （株）エコＥRC  BDF工場竣工。
 町有料バス無料化。
 高齢者世帯に福祉タクシー券交付事業を開始。
 茂岩・豊頃・礼文内の3保育所が統合。
 十勝中央・池田町・豊頃町森林組合が合併し、十勝
 広域森林組合が誕生。
　　21年 大津・豊頃消防団が合併し、豊頃消防団が発足。
 JA豊頃町小麦乾燥施設が竣工。
　　22年 第4次豊頃町まちづくり総合計画スタート。
　　23年 友遊館完成。
 豊頃町情報通信基盤施設（光ケーブル）運用開始。
　　24年 農ある暮らし移住体験用住宅完成。
 物産直売所完成。
　　25年 町民プール完成。
　　26年 ユーラス豊頃ソーラーパーク完成。
 大津漁港65周年記念式典。　　　
 福祉センター改築完成。
　　27年 豊頃町制施行50周年。

豊頃町の歩み  －略年表－



エレゾ社
豊頃町大津125
TEL&FAX.015-575-2211
※とよころ物産直売所でも購入できます。

　2004年、帯広市に設立されたエレゾ社。2009年に、大津に食肉
総合ラボラトリーを建設しました。生産・狩猟・解体や、加工、調理
に至るまで、細かに分類された部門それぞれが、考え抜かれた哲学に
よって、会員レストランや一般消費者に対してさまざまな食の提案を
しています。身体が健康になること、心が豊かになること、関わった
人々の笑顔が増えることこそが、思う正しさに繋がると信じて、真っ
直ぐに、正直に「食」に向き合う企業です。
　かつてヨーロッパで目にした土地に根づく食文化の美しさに、十勝
のこの場所でこそできることは何だろうかと試行錯誤。そうして辿り
着いた思想は、エレゾ社の活動の全範囲に染み渡っています。「食」
を真剣に考えることは、そのまま「生命」を考えることに繋がってい
るのでしょう。その信念を知ればこそ、とよころ物産直売所でも購入
することができるソーセージやハムなどの加工品の味が特別なものに
感じられます。一度食べればきっと魅了されるはずです。

揺るぎない信念のもとに創られる
「食の哲学」。

Column エレゾ社の
シャルキュトリ
※シャルキュトリとは、食肉加工品の総称です。
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「
四
季
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
は
、
都
会

暮
ら
し
に
は
な
い
心
の
充
足
感
を
与
え
て
く
れ
ま

す
」。
そ
う
言
っ
て
穏
や
か
に
微
笑
む
、
廣
瀬
義

一
さ
ん
、
郁
代
さ
ん
夫
妻
。
義
一
さ
ん
は
横
浜
、

郁
代
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
。
長
く
都
会
で
暮
ら
し

て
い
た
と
い
う
2
人
が
豊
頃
町
へ
と
や
っ
て
来
る

き
っ
か
け
は
、
海
外
で
の
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し

た
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

義
一
さ
ん
は
米
国
系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に

勤
め
、
1
9
9
0
年
か
ら
1
9
9
3
年
ま
で
イ
ギ

リ
ス
に
駐
在
し
、
技
術
者
ど
う
し
の
架
け
橋
役
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
暮
ら
し
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
定
年
ま
で
8
年
を
残
し
て
仕
事
を
リ
タ

イ
ア
す
る
と
、
そ
の
数
ヵ
月
後
に
は
田
舎
へ
の
移

住
を
決
意
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
長
野
に
で
も
移
住
し
よ
う
か
、
と
考
え
て
い

た
時
期
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
土
地
の
し
が

ら
み
が
な
い
北
海
道
、
さ
ら
に
雪
の
少
な
い
十
勝

地
方
は
す
ぐ
に
候
補
に
あ
が
り
ま
し
た
ね
。
知
り

合
い
の
人
と
の
縁
も
あ
っ
て
、
豊
頃
に
来
る
こ
と

に
な
っ
て
。
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、
自
然
と
環
境
が
整
い
始
め
る
ん
で
す

よ
ね
」。
イ
ギ
リ
ス
の
長
閑
な
田
園
風
景
を
彷ほ
う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
豊
頃
町
を
気
に
入
り
移
住
。
企
画
課
の

皆
さ
ん
が
丘
の
上
に
ポ
ツ
ン
と
佇
ん
で
い
た
廃
屋

を
探
し
当
て
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
30
年
以

上
も
の
間
、誰
も
住
む
人
の
な
か
っ
た
そ
の
建
物

が
義
一
さ
ん
の
心
に
留
ま
り
、9
0
0
坪
の
広
大

な
土
地
を
購
入
。自
宅
と
2
0
0
0
年
か
ら
12
年

間
営
ん
だ
一
日
ひ
と
組
限
定
の
宿
泊
施
設
を
建
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

道
路
か
ら
家
ま
で
の
間
に
白
樺
の
木
を
植
え
、

家
庭
菜
園
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
畑
を
作
っ
て
作
物

を
育
て
る
日
々
。
宿
を
営
ん
で
い
た
頃
は
、
訪
れ

る
人
た
ち
と
の
交
流
も
大
き
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
、
こ
の
地
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
思
い
出
は

今
で
も
大
切
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
夏
の
暑
い
さ
な
か
、
丘
の
上
を
心
地
よ
い
風

が
吹
き
抜
け
て
い
く
と
き
、
こ
れ
以
上
何
が
必
要

な
の
か
な
、
と
思
う
ん
で
す
」。

　

四
季
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
様
変
わ
り
し
て
い

く
豊
頃
の
木
々
や
空
の
色
。
春
に
芽
吹
い
た
新
し

い
命
は
日
ご
と
に
力
強
さ
を
増
し
、
人
工
的
な
灯

り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
夏
の
夜
空
を
満
点
の
星
が
彩

り
ま
す
。
丹
精
込
め
て
手
ず
か
ら
育
て
た
畑
の
作

物
た
ち
を
味
わ
う
歓
び
を
分
か
ち
合
い
、
白
樺
並

木
の
葉
が
す
っ
か
り
大
地
に
落
ち
れ
ば
、
冬
の
到

来
。
流
れ
る
時
間
さ
え
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
静

寂
に
満
ち
た
銀
世
界
。
凍
え
る
よ
う
な
冬
の
日
の

夜
は
、
暖
か
な
ス
ト
ー
ブ
の
前
で
語
り
合
い
な
が

ら
遠
い
春
を
待
つ
⋮
。
自
然
の
流
れ
に
沿
っ
た
2

人
の
生
き
方
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
去
っ
て
い

く
日
々
の
中
に
あ
っ
て
、
何
よ
り
も
尊
く
、
心
豊

か
な
も
の
に
思
え
る
の
で
す
。

すんなりと伸びた細く白い
樹皮と、少しずつ色づいて
いく葉。秋が近づくとある
日、美しい白樺並木のトン
ネルを抜けた先に、廣瀬さ
んの自宅がありました。

丘
の
上
に
吹
く
、
風
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
て

豊頃町
今を暮らす人々

廣 瀬  義 一さん、郁 代さん
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菖
蒲
淳
子
さ
ん
が
、
豊
頃
町
で
酪
農
業
を
営
む

菖
蒲
牧
場
へ
と
嫁
い
で
き
た
の
は
2
0
1
0
年
の

こ
と
。
夫
の
勝
幸
さ
ん
、
義
父
母
、
義
理
の
祖
父

母
と
淳
子
さ
ん
と
で
始
ま
っ
た
新
し
い
暮
ら
し
。

程
な
く
優ゆ

心う

ち
ゃ
ん
、
昊そ
ら

ち
ゃ
ん
の
２
人
の
子
ど

も
た
ち
が
加
わ
っ
て
、「
盆
と
正
月
が
毎
日
一
緒

に
来
て
る
み
た
い︵
笑
︶」
と
、
忙
し
く
も
賑
や
か

な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
酪
農
と
は
全
く
関
係
の
な
い
仕
事
を

し
て
い
た
と
い
う
淳
子
さ
ん
。「
仕
事
が
大
好
き

だ
っ
た
か
ら
、
最
初
は
辞
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ

た
ん
で
す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。
そ
の
心
を
、
勝
幸
さ
ん
も
義
理
の
両
親

も
、
き
ち
ん
と
汲
み
取
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
淳
子
さ
ん
は
、
勝
幸
さ
ん
に
こ
う
言
い
ま

す
。「
あ
な
た
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
話
し

て
ほ
し
い
」。
そ
の
言
葉
を
受
け
取
っ
た
勝
幸
さ

ん
は
、
し
ば
ら
く
悩
ん
だ
後
に
、「
で
き
れ
ば
一

緒
に
酪
農
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
淳
子
さ
ん
に

本
音
を
告
げ
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
話
し

合
っ
た
末
に
、
淳
子
さ
ん
は
仕
事
を
辞
め
、
酪
農

業
に
従
事
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
淳
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く

初
め
て
の
世
界
。
仕
事
の
こ
と
、
牛
の
こ
と
、
そ

し
て
町
や
地
区
な
ら
で
は
の
行
事
や
習
わ
し
な
ど

な
ど
、
淳
子
さ
ん
は
勝
幸
さ
ん
や
義
父
母
、
地
域

の
人
々
に
教
わ
り
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
学
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
発
揮
さ
れ
た
の
が
、「
や
る
か
ら
に
は

と
こ
と
ん
楽
し
む
！
」
と
い
う
淳
子
さ
ん
持
ち
前

の
前
向
き
な
発
想
で
す
。
何
気
な
い
日
々
の
中
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
驚
き
が
あ
り
、
そ
こ
に

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、
た
ち
ま

ち「
楽
し
い
も
の
」へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
も
の
。
た
と
え
ば
、
牛
た
ち
に「
オ
ワ
フ
さ
ん
」

「
黒
カ
ー
リ
ー
」な
ど
、
牛
の
個
性
的
な
特
徴
を
捉

え
た
、
思
わ
ず
く
す
り
と
笑
っ
て
し
ま
う
あ
だ
名

を
付
け
て
み
る
と
い
っ
た
具
合
に
。
出
産
と
子
育

て
の
た
め
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
搾
乳
だ
け
を
担
当

し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、「
最
近
ま
た
、
仔
牛
の

哺
乳
作
業
を
受
け
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
、

淳
子
さ
ん
は
朗
ら
か
に
笑
い
ま
す
。

　
「
分
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
け
ば
教
え
て
も
ら
え

る
し
、
間
違
っ
て
い
た
ら
指
摘
し
て
く
れ
ま
す
か

ら
」
と
、
淳
子
さ
ん
は
に
っ
こ
り
。
そ
の
言
葉
に

は
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
人
た

ち
へ
の
、
確
か
な
信
頼
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
淳
子
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

「
知
ら
な
い
」か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
、
暮
ら
し
の

豊
か
さ
が
あ
る
の
だ
と
思
え
ま
す
。
そ
れ
は
ま
る

で
、
と
っ
て
お
き
の
宝
物
を
見
つ
け
る
よ
う
な
感

覚
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　
「
こ
の
地
区︵
二
宮
︶は
特
に
結
束
が
強
く
て
、

み
ん
な
仲
良
く
し
て
く
れ
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
、
楽
し
い
こ

と
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
」。

写真右／つぶらな瞳が可愛い、生後間もないホ
ルスタインの仔牛。
写真左／玄関先には、義理の祖母が育てたとい
う花たちが美しく咲いていました。

や
る
か
ら
に
は
、
と
こ
と
ん
楽
し
む
こ
と

豊頃町
今を暮らす人々

菖 蒲  淳 子さん
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豊
頃
町
の
隣
町
で
あ
る
浦
幌
町
出
身
の
澁
佐
綾

子
さ
ん
の
勤
務
先
は
、
水
道
工
事
な
ど
を
請
け
負

う
門
工
業
株
式
会
社
。
同
社
が
運
営
す
る
交
通
部

門
、
豊
頃
交
通
で
、
事
務
及
び
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

教
師
と
し
て
働
い
て
い
た
澁
佐
さ
ん
が
現
職
に

就
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
同
社
を
経
営
す
る
澁

佐
家
に
嫁
い
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
都
会

に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
今
は
農

家
の
奥
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
が
楽
し
く
て
。
チ
ー

ズ
を
も
ら
っ
た
り
、
鮭
を
も
ら
っ
た
り
…
。
そ
れ

で
母
が
飯
寿
司
を
作
っ
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
ね
。

あ
、
野
菜
も
も
ち
ろ
ん
。
海
の
も
の
も
山
の
も
の

も
揃
い
ま
す
よ
」。
小
さ
な
町
な
ら
で
は
と
も
言

う
べ
き
温
か
く
て
の
ん
び
り
と
し
た
空
気
感
。
そ

し
て
、
保
育
所
に
入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が

通
え
る
月
1
～
2
回
の
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
存
在
な

ど
も
手
伝
っ
て
、「
横
の
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
、

マ
マ
友
を
作
り
や
す
い
環
境
で
す
」
と
澁
佐
さ
ん
。

現
在
も
ほ
ぼ
毎
日
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
し
て
い
ま

す
が
、
友
人
の
存
在
や
両
親
の
理
解
、
町
と
し
て

の
子
育
て
支
援
な
ど
に
よ
っ
て
、
楽
し
く
子
育
て

を
行
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

実
は
豊
頃
町
は
、
公
共
交
通
機
関
が
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
。
路
線
バ
ス
も
高
速
バ
ス
も
廃
止
さ
れ
、

J
R
の
駅
も
、
町
の
中
心
部
か
ら
は
少
々
離
れ
て

い
る
う
え
に
、
1
日
の
便
数
は
非
常
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
外
へ
の
移
動
だ
け
で
な

く
、
町
内
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
移
動
も
自
家
用
車

が
な
い
こ
と
に
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
状
況
だ

と
い
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
豊
頃
交
通
は
、
タ
ク

シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
な
ど
を
通
じ

て
、
町
民
の
貴
重
な
足
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。「
お
年
寄
り
は
定
期
的
に
病
院
に
通
っ

て
い
る
人
も
多
い
し
、
帯
広
ま
で
行
く
の
に
も
よ

く
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
、
澁
佐
さ
ん
。

　

元
々
の
門
工
業
は
、
ス
ト
ー
ブ
や
水
道
工
事
な

ど
工
事
の
必
要
な
現
場
で
の
施
工
が
メ
イ
ン
で
し

た
が
、
今
で
は
こ
の
交
通
関
連
業
務
が
、
自
家
用

車
を
持
た
な
い
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な

事
業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。「
町
内

の
タ
ク
シ
ー
会
社
が
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ

て
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
交
通
部
門
を
始
め
た

ん
で
す
」。
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
た
ち
で

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
の
形
を
模
索
し
て
き
た
豊
頃
交

通
。
地
域
に
根
づ
く
企
業
だ
か
ら
こ
そ
の
姿
勢
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
豊
頃
の
良
い
と
こ
ろ
は
…
お
い
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
！
」。そ
う
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
た
澁
佐
さ
ん
。
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
行
く
に
は
少
し
不
便
も
あ
る
け
れ
ど
、
海
の

恵
み
、
山
の
恵
み
に
囲
ま
れ
て
、
町
民
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
在
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
き
っ
と
か
け
が
え

の
な
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

タクシーの運転はもちろん
のこと、デスクワークも大
切な仕事。話しているとき
の笑顔とは違った、真剣な
顔が印象的です。

町
に
根
差
し
、こ
れ
か
ら
も
町
民
の
た
め
に

豊頃町
今を暮らす人々

澁 佐  綾 子さん

22toyokoro
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大津漁業協同組合 青年部

竹 田 真
み ち

 久
ひ さ

さん
海の上はいつだって危険と隣り合
わせ。だから、仲間とのチーム
ワークが欠かせないんです。船上
では明確な役割分担があって、一
人ひとりが責任を持って仕事に当
たっています。仲間と喜びを分か
ち合えることが、サイコーです！

菖蒲牧場

菖 蒲 勝 幸さん、淳 子さん
う～ん、何かな？　いろいろあって迷います
が、やっぱり空ですかね～。家の窓から眺める
青々とした牧草畑と、すっきりと澄んだ青い空
の眺めが好きなんです。子どもの名前にも、「そ
ら」の音を入れたくらい♪

やきとり とり良

豊
と よ

 榮
さ か

 良 幸さん
豊頃町は「人」がいい！　何でここ
までしてくれるんだろう？って思
うくらい。外から来た自分を温か
く迎えてくれた町の皆さんに、心
から感謝しています。この場所か
ら、もっともっと繋がりの輪を広
げていきたいです。

24toyokoro



門工業株式会社

澁 佐  綾 子さん
おいしいものがいっぱいあること
です！　ここも、ここも…あ、ここ
もあった！　町内のお店には、お
肉も、野菜も、魚もありますしね。
もちろんスイーツも！　食べ物が
おいしいっていうのはとても魅力
的ですよ。本当は書き切れないく
らいなんです。

宝田農園

宝 田 哲 也さん
毎日目にしている広々とした風景
ですが、季節やその日の気候が違
えばまた違った表情を見せてくれ
ます。農業っていう自然と向き合
う仕事をしているからかな。何度
見ても、飽きるってことがないん
ですよね。

豊頃町役場

木 幡  健 太さん
家族＝町のみんな！　豊頃町は、
みんなが家族のように支え合いな
がら暮らす、温かい町ですよ。み
んな気さくで優しくて、僕もたく
さんの人に助けていただいていま
す。仕事を通して、これからもこ
の町を支えます！

豊頃町社会福祉協議会

山 下  　愛
めぐみ

さん
私は幕別町忠類から豊頃町に来た
のですが、最初は不安で。でも、
地元や職場の人たちが温かく迎え
入れてくれて、とても嬉しかった
です。外から来たからよけいにそ
う感じましたね。だから、町の人
が大好き！

みなさんに
　聞きました!
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豊頃試験場
豊頃町湧洞1378－2
TEL.015-574-3911

　豊頃町に試験場を構える自動車部品の総合メーカーであるアイシン
精機。エネルギー関連やベッド、シャワートイレなどの住生活関連な
ど、さまざまな事業展開をしています。一方、企業市民活動として豊
頃町内で農業体験交流研修を実施しています。異業種間交流によって
社会人としての視野を広げ、他の職種への理解を深める場として活用
しています。アイシン精機の社員数名が町内の農家のもとに職業体験
に入り、受け入れ農家の畑でジャガイモの収穫や牛の搾乳、給餌など
を行っています。また、地元の子どもたちへ、ものづくり出前講座
を開催したり、とよころ産業まつりのスタッフとして参加することで、
農協青年部や女性部との交流も活性化しています。
　研修終了後は、受け入れ農家と家族ぐるみの交流も続いており、積
極的にボランティア活動に参加するなどの効果も見えてきました。継
続的に行ったことで、町内の農家では2世代にわたっての受け入れが
実現したり、各種メディアなどにも取り上げられ、地域にも活動が浸
透しています。

地域との深い繋がりの中で共に生きる

Column アイシン精機の
農業体験交流研修
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豊頃町を
支える、
4つの産業
農業、漁業、林業、商業。
豊頃町の豊かな暮らしを支えるのは、
この4つを中心とした産業です。
自然と向き合い、仲間と協力し合い、
地域の人たちと密に繋がり合いながら、
人々の暮らしの基盤を築いています。

農業

漁業

林業

商業27 toyokoro



28toyokoro

　

豊
頃
町
の
産
業
の
中
核
、
農
業
。
町

の
耕
地
面
積
は
約
1
万
1
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
1
戸
あ
た
り
の
平
均
耕
地
面
積
は
、

56
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
々
と
し
て
お

り
、
こ
の
数
字
か
ら
も
、
十
勝
平
野
の

豊
か
な
土
壌
を
活
か
し
た
大
規
模
な
農

業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

宝
田
農
園
の
代
表
、
宝
田
哲
也
さ
ん

も
、
町
で
畑
作
農
業
に
携
わ
る
ひ
と

り
。
本
別
町
の
農
業
大
学
校
で
学
ん
だ

後
、
跡
取
り
と
し
て
実
家
に
戻
っ
て
来

ま
し
た
。「
小
さ
い
頃
か
ら
農
作
業
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
よ
。
家
族
み

ん
な
で
働
け
る
の
は
、
と
て
も
楽
し
い

で
す
」
と
、
陽
に
焼
け
た
顔
に
人
懐
っ

こ
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

宝
田
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
の
は
、
町

内
で
よ
く
作
ら
れ
て
い
る
小
麦
や
い
も

類
、
甜
菜
や
豆
類
な
ど
。
そ
し
て
少
量

で
す
が
、
ト
マ
ト
や
オ
ク
ラ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
ト
マ
ト
は
、「
一
度
食

べ
て
く
れ
た
人
が
、『
も
う
他
の
ト
マ

ト
は
食
べ
ら
れ
な
い
』
っ
て
言
っ
て
く

れ
る
ん
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
甘
み
が

強
く
て
瑞
々
し
い
ト
マ
ト
は
、
町
内
の

直
売
所
で
も
販
売
し
て
い
る
そ
う
で
、

と
て
も
評
判
が
良
い
そ
う
で
す
。「
自

分
の
作
っ
た
も
の
を
、
お
い
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
。
こ
ん
な
に
嬉
し
い

こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
」。

　

宝
田
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、「
作
物

と
畑
を
大
事
に
す
る
」農
業
。「
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
か
ら
、
作
物
を
ダ

メ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。

畑
の
も
の
を
絶
対
無
駄
に
し
な
い
よ

う
に
、
い
つ
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」。

そ
の
た
め
に
は
、
土
が
健
康
で
あ
る
こ

と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
宝
田
さ

ん
は
畑
の
状
態
や
そ
の
と
き
の
気
候
条

件
な
ど
を
見
な
が
ら
土
壌
改
良
を
施
し

た
り
、
有
機
質
を
加
え
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
土
地
が
違
え
ば
、
気
候
も
、
作
物

に
適
し
た
条
件
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま

す
。
季
節
や
年
に
よ
っ
て
も
。
大
変
で

す
け
れ
ど
、
そ
こ
が
面
白
い
ん
で
す
よ

ね
」。
そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に
な
る
の

が
、
長
年
こ
の
土
地
で
農
業
を
営
ん
で

き
た
両
親
や
、
近
所
の
人
々
。
安
心
、

安
全
で
、
お
い
し
い
作
物
を
作
る
た
め
、

先
輩
た
ち
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
宝

田
さ
ん
は
日
々
、
土
や
作
物
と
向
き

合
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
苦
労
や
農
業
の
面
白
さ
を

消
費
者
に
も
伝
え
た
い
と
、
農
協
青
年

部
で
は
地
域
の
小
学
生
を
は
じ
め
、
道

内
外
の
学
生
や
学
校
の
先
生
を
対
象
に

農
作
業
体
験
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
口

に
し
て
い
る
も
の
が
、
ど
ん
な
風
に
し

て
作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。
参
加
者
は

楽
し
み
な
が
ら
、
安
心
で
安
全
な
食
の

根
本
に
あ
る
も
の
を
学
び
取
っ
て
い
く

の
で
す
。「
食
育
と
い
う
観
点
か
ら
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

純
粋
に
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し

い
な
っ
て
思
う
ん
で
す
」
と
、
宝
田
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

宝田農園
宝 田  哲 也さん

気
候
も
条
件
も

そ
の
時
々
で
変
化
す
る
。

農
業
は
、
面
白
い
。

農業

小さな頃から、あたりまえのように両親の農作業の手伝
いをしていたという宝田さん。農園では、小麦、甜菜、
いも類、豆類、大根などを主に作っています。
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ハウスでミニトマトの手入れをする宝田さん。
イエローアイコやピッコラールーシェなど、農園のトマトは人気商品のひとつです。

市場に出荷するもののほかに、「親の趣味で（笑）」、いろいろな作物を少量ずつ作っています。
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秋
の
大
津
は
、
ま
だ
夜
も
明
け
き
ら

な
い
早
朝
か
ら
、
静
か
な
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
10
数
人
の
漁
師
た
ち

が
乗
り
込
ん
だ
船
が
、
静
か
に
港
を
離

れ
て
い
き
ま
す
。
豊
頃
町
の
秋
の
風
物

詩
、
サ
ケ
漁
に
向
か
う
の
で
す
。

　

沖
に
出
て
い
よ
い
よ
漁
が
始
ま
る
と
、

船
の
上
に
は
漁
師
た
ち
の
威
勢
の
良
い

掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
船
上
に
漂
う
空

気
も
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
も
の
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
海
中
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
た
定
置
網
の
中
に
は
、
元
気
に
跳
ね

回
る
大
ぶ
り
の
サ
ケ
た
ち
の
姿
。
激
し

く
飛
び
散
る
水
し
ぶ
き
が
、
よ
う
や
く

顔
を
出
し
た
朝
日
に
照
ら
さ
れ
て
、
ま

る
で
金
の
粉
を
ま
ぶ
し
た
か
の
よ
う
に

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
ま
す
。
思
わ
ず
息
を

呑
む
ほ
ど
に
美
し
く
、
生
命
力
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
光
景
で
す
。

　

20
歳
の
頃
か
ら
16
年
間
、
大
津
で
漁

業
に
従
事
し
て
い
る
竹
田
真
久
さ
ん
も

ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
仲
間
と
共

に
サ
ケ
漁
へ
と
繰
り
出
し
ま
す
。
父
、

祖
父
、
叔
父
が
漁
師
と
い
う
家
系
で

育
っ
た
竹
田
さ
ん
で
す
が
、
学
校
を
卒

業
し
て
就
い
た
の
は
建
設
の
仕
事
。
漁

師
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
友
人
の
誘

い
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

「
や
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
楽
し
か
っ

た
ん
で
す
よ
。
頑
張
っ
た
分
だ
け
、
成

果
も
上
が
る
。
今
で
は
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
」
と
、
竹
田
さ
ん
は
屈
託

の
な
い
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

安
全
で
、
質
の
高
い
漁
を
す
る
た
め

に
は
、
仲
間
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
絶

対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
船
の
こ
と
、
海

の
こ
と
に
最
も
精
通
し
た
、
沖
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
船
頭
を
筆
頭
に
、
下

船
頭
や
機
関
士
な
ど
、「
船
の
上
で
は
、

明
確
な
役
割
分
担
が
決
め
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
」
と
、
教
え
て
く
れ
た
竹
田
さ

ん
。
美
し
く
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
海
で
す
が
、
一
歩
間
違
え

ば
大
き
な
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
の

も
事
実
。
ひ
と
時
も
気
を
緩
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、
自

分
の
役
割
を
、
責
任
を
持
っ
て
果
た
す
。

そ
の
結
果
、
強
い
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、

豊
漁
の
喜
び
を
心
か
ら
分
か
ち
合
う
こ

と
も
で
き
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

大
津
の
海
は
、
シ
シ
ャ
モ
、
ツ
ブ
、

ホ
ッ
キ
、
タ
コ
や
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
魚
介
類
の
宝
庫
。
中
で
も

8
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
水
揚
げ

さ
れ
る
サ
ケ
は
、
生
産
高
の
8
割
以
上

を
占
め
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

サ
ケ
の
水
揚
げ
量
に
よ
っ
て
漁
業
経
営

が
大
き
く
影
響
を
受
け
て
し
ま
う
と
い

う
難
点
も
。
現
在
は
、
ク
ロ
ソ
イ
や
マ

ツ
カ
ワ
な
ど
の
中
間
育
成
・
放
流
事
業

の
実
施
に
よ
り
、「
育
て
る
」漁
業
に
も

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
若
い
人
に
こ
そ
、
漁
の
面

白
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
竹
田
さ
ん
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
大
津
の
新
鮮
な
魚

介
類
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
、「
直
販
ま
つ

り
」や「
大
漁
ま
つ
り
」
を
、
毎
年
開
催
。

大
津
ブ
ラ
ン
ド
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
地

元
の
み
な
ら
ず
十
勝
へ
、
そ
し
て
全
国

へ
と
伝
え
て
い
ま
す
。

大津漁業協働組合 青年部

竹 田  真
みち

 久
ひさ

さん

信
頼
で
き
る
仲
間
が
い
る
。

だ
か
ら
楽
し
い
し
、

や
り
が
い
に
な
る
。

漁業

漁師の幼馴染に誘われて、建設業から漁業の世界へと飛
び込んだのは20歳の頃。それから16年、次第に楽しさ
ややりがいを見出して今に至ります。父と共に親子船で
漁に出ることも。
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秋サケ釣りの船に乗せてくれたのは、前川啓一さんたち。
朝日に煌く水しぶきに、大津の海の豊かさが感じられます。

水揚げされたサケは港でサイズごとに仕分けられます。
9月の週末、漁師の奥さんたちが集まって直売所を開くそうで、この日も早朝から港は大賑わいでした。
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町
全
体
の
約
6
割
、
約
3
万
3
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
森
林
資
源
が
占
め
る
豊
頃

町
。
や
や
腐
食
質
に
富
む
砂
壌
土
が
分

布
す
る
丘
陵
地
帯
は
、
木
の
育
成
に
適

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
森
林

面
積
の
う
ち
、
人
工
林
の
割
合
は
約

37
％
。
そ
の
約
8
割
が
カ
ラ
マ
ツ
林
で

す
。
住
宅
用
の
建
材
と
し
て
カ
ラ
マ
ツ

の
利
用
が
推
進
さ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
な
る
付
加
価
値
の
向
上
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

坂
口
充
宏
さ
ん
も
祖
父
と
父
が
繋
い

で
き
た
家
業
で
あ
る
林
業
を
受
け
継
ぎ

ま
し
た
。
3
代
目
と
し
て
現
場
に
立
ち
、

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
マ
ツ
の
サ
イ
ク
ル
は
40
～
50
年
。

畑
作
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
サ
イ

ク
ル
は
ず
っ
と
長
い
も
の
で
す
。
植
樹

し
て
か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
、
間
伐
や

草
刈
り
な
ど
長
い
投
資
と
根
気
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
伐
採
し
て
い
る
木
も
、

祖
父
や
父
の
代
に
植
え
ら
れ
た
も
の
。

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
じ
い
ち
ゃ
ん

が
来
て
い
た
の
か
な
、
な
ん
て
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
、
坂
口
さ
ん
は

朗
ら
か
に
笑
い
ま
す
。

　

1
0
0
年
先
を
見
据
え
て
木
を
植
え
、

森
を
健
康
な
状
態
に
保
つ
こ
と
も
ま
た
、

大
切
な
使
命
。
世
代
を
超
え
て
受
け
継

が
れ
て
い
く
サ
イ
ク
ル
を
絶
や
さ
な
い

た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

写真右上／山の景観を守ることも、林業が担う大切な役割。
写真右下／町では定期的に植樹のイベントが行われています。
写真左／坂口さんが出荷するカラマツは太く質が良いと好評です。

山を守り、
山と共に

歩んでいく

林業
坂口苗圃

坂 口  充 宏さん
家業を継いで林業を営む坂口さん。
年に何度かは家族で山に行くそうで、

「幸い、息子も今のところは林業を継
いでもいいよと言ってくれています」
とにっこり。木のサイクルは、父から
子へと受け継がれていきます。
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ふ
と
し
た
時
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、

お
い
し
い
手
料
理
と
、
気
さ
く
に
迎
え

て
く
れ
る
店
主
の
笑
顔
。
特
別
に
規
模

が
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、

何
と
な
く
落
ち
着
け
て
、
自
然
と
温
か

い
気
持
ち
に
な
れ
る
…
。
地
元
民
の
行

き
つ
け
の
店
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
場

所
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

豊
榮
良
幸
さ
ん
が
切
り
盛
り
す
る
店
、

『
や
き
と
り  

と
り
良
』も
、
そ
ん
な
店

の
ひ
と
つ
。「
特
別
な
日
じ
ゃ
な
く
て

も
、
家
族
で
来
て
、
気
軽
に
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
」
と
、
焼
き
鳥
を
中
心
と
し

た
メ
ニ
ュ
ー
構
成
で
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
家
族
が
飲
食
店

を
経
営
し
て
い
た
り
、
自
身
も
居
酒
屋

チ
ェ
ー
ン
で
店
長
を
務
め
た
り
と
、
10

年
以
上
に
わ
た
っ
て
飲
食
の
世
界
に
携

わ
っ
て
き
た
豊
榮
さ
ん
。
素
材
と
し
て

使
う
の
は
、
自
分
自
身
が
「
食
べ
た

い
」と
思
っ
た
も
の
ば
か
り
。「
北
海
道
、

日
本
に
は
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
を
、
こ
の
店
か
ら
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
、
口
調
に
も
熱
が
入

り
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ん
も
家
族
の
よ
う
な
存
在

で
す
。
だ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
は
細
か

く
応
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
10
年
、

20
年
後
に
思
い
出
し
て
、
ま
た
来
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」。豊
頃
町
の
商

店
街
で
、
豊
榮
さ
ん
は
今
日
も
暖の

簾れ
ん

を

掲
げ
て
い
ま
す
。

一番人気は『天然馬刺』。カウンター、小上がりのほかに、
カラオケルームや座敷などもあるので、大人数でも利用することができます。

お客様は家族。
気軽に行ける、

まちのやきとり屋さん。

商業やきとり とり良
よし

豊
とよ

 榮
さか

  良 幸さん
2014年4月にとり良をオープン。道内、全
国各地の食材を使った料理を提供していま
す。豊頃町唯一のやきとり屋であり、町民
の憩いの場です。「お客さんとの会話がと
ても楽しい」と笑顔で話してくれました。

豊頃町茂岩本町11
TEL.015-574-2070
営業時間／17：00～24：00（L.O.11：30）
定  休  日／月曜
席　　数／80席
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エコERC
豊頃町茂岩49-16（豊頃工場）
TEL.015-579-5511
http://www.ecoerc.com
※とよころ物産直売所でも購入できます。

　エコERCのなたね油は、100%北海道産。契約農家で栽培された非遺
伝子組み換え品種の「キタノキラメキ」をはじめ、「キザキノナタネ」や「キ
ラリボシ」を使用して作られます。一般に使用されている多くのなた
ね油と異なり、無添加・低温圧搾製法で作られるため、なたね本来の
栄養成分が豊富に含まれることが特徴。加熱に強く劣化しにくいので
揚げ物もカラリと仕上がり、生食用はドレッシングとして野菜にかけ
るだけで、大地のエネルギーそのものの風味を楽しむことができます。
　手間と時間をたっぷりかけることで出来上がった、身体に優しくて
おいしい、エコERCのなたね油。さらに、使い終わった油はバイオ
ディーゼル燃料（BDF）へリサイクル。化石燃料に頼らない再生可能な
エネルギーを、十勝管内のみならず全道各地へと届けています。
　豊頃工場のBDF製造量は国内トップクラスで、さらに独自の技術に
よって高品質なBDFを実現。冬期間はBDF5％混合軽油の販売も行っ
ています。エコERCは人にも環境にも優しい、持続可能な地域づく
りに貢献していきます。

無添加にこだわった、豊かなうま味と風味

Column エコERCの
北海道産なたね油
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生涯教室＆豊寿大学

こどもプラザとよころ

喫 茶 ふ わ り

とよころ物産直売所

豊頃町社会福祉協議会

長節湖キャンプ場管理施設
いんかるし～長節

え る 夢 館



　

2
0
0
2
年
１
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
り
、
よ
り
充
実
し
た
学
習

を
行
え
る
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
、

「
え
る
夢
館
」。
以
来
、
10
年
以
上
に
渡
っ
て
、

町
民
の
憩
い
の
場
所
で
あ
り
学
び
の
場
と
し
て
、

町
の
元
気
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
今
も
多
く
の

人
々
が
え
る
夢
館
を
訪
れ
、
趣
味
や
文
化
活
動

に
い
き
い
き
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

上
か
ら
見
る
と
大
き
な
円
を
描
く
独
特
の
形

を
し
た
館
内
に
は
、
郷
土
資
料
な
ど
豊
富
な
蔵

書
を
誇
る
図
書
館
を
は
じ
め
、
演
奏
会
な
ど
も

開
け
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
町
の
歴
史
を
気
軽
に

学
べ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー「
歴
史
の
森
」や
研
修
室
、

リ
ハ
ー
サ
ル
室
な
ど
用
途
に
合
わ
せ
て
使
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
上

に
は
屋
外
ス
テ
ー
ジ
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
美

し
い
空
の
下
で
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
く

こ
と
も
。
豊
寿
大
学
や
生
涯
学
習
、
え
る
夢
出

前
講
座
な
ど
の
学
習
拠
点
と
し
て
も
、
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
町
内
の
施
設
で
も
人
々
が
自
ら
学
べ

る
機
会
を
提
供
。
生
涯
学
習
の
た
め
の
指
導
者

の
発
掘
や
養
成
、
そ
し
て
身
に
付
け
た
知
識
や

技
能
を
活
用
し
て
い
く
た
め
の
積
極
的
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

選
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
豊
富
に
、
そ
し
て
多

様
に
持
つ
こ
と
。
学
ぶ
機
会
を
な
る
べ
く
多
く

用
意
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
ら
求

め
て
学
ぼ
う
と
す
る
人
々
の
姿
勢
を
、
ど
ん
ど

ん
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

●はるにれ通り
　7ヵ所に壁面展示ができます。作品展、個展などの
　開催も可能です。
●図書館
　はるにれをイメージした円形の図書館。
　AVコーナーやパソコン学習コーナー、児童向けの
　おはなしのへやもあります。
●はるにれホール
　可動席220席、前列椅子席100席、
　親子席8席の328席。
●その他
　控室、リハーサル室、調理実習室、委員会室、
　キッズコーナー、ラウンジ。

●歴史の森
　豊頃町の歴史を知る、映像や資料などの展示コーナー。
●研修室
　21畳の和室2部屋があり、50人規模の打ち合わせなど
　が可能です。
●視聴覚室、交流室、会議室
　パソコンを使った60人規模の会議、研修から
　100人の映画観賞まで幅広く対応します。

●屋外ステージ
　芝生、小規模な野外ステージがあります。

1F

2F

屋上

豊頃町茂岩本町166
TEL.015-579-5801（豊頃町教育委員会）
TEL.015-579-5802（豊頃町図書館）
開館時間／9：00～21：00（図書館は～18：00）
休  館  日／毎週月曜、祝日の翌日
※図書館以外の施設をご利用の際は、豊頃町教育委員会までお申し込みください。

自ら求めて学ぶ気持ちを尊重し
未来に夢を持つ

まちづくりをめざします

家族、学生、おじいちゃんおばあちゃ
ん…。える夢館を訪れる人々はさまざ
まです。目的に合わせて好きなだけ学
ぶことができる。える夢館は町の中心
的なスポットとして、町民に愛される
存在となっています。

36toyokoro



とよころ町の笑顔が集まる場所

仲間どうしで集まってサークル活動に没頭したり、例会を開いたり。
える夢館の使い方は、多種多様です

空の広場
青空の下での催し物は、気持ちもぐんと上向きに。
より特別な時間を演出してくれます。

歴史の森
豊頃町の歴史的な資料が展示されているスペース。
無料で観覧することができます。

はるにれホール
講演会や音楽会をはじめとする町内の各種文化活
動に幅広く利用されています。

図書館
蔵書は約40,000冊。月ごとにテーマを決めて
行われる展示もお楽しみに。

はるにれ通り
館内の廊下などをギャラリーとして開放しています。
絵画展や写真展も開催中できます。

える夢館には
目的に合わせて
利用することが
できるさまざまな
設備があります。

37 toyokoro
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【生涯教室・豊寿大学】
対　象／概ね60歳以上の町民
お問い合わせ／豊頃町教育委員会（TEL.015-579-5801）

学ぶ歓
よろこ

びをいつまでも。
町民のいきいきとした人生を

応援します

豊頃町には元気なおじいちゃん、おば
あちゃんがいっぱい。その秘密は、教
育委員会で実施している生涯教室と豊
寿大学にありました。趣味に、勉強に、
仲間とのおしゃべり。いくつになって
も、楽しむ心を忘れずに。

　

も
っ
と
勉
強
し
て
み
た
い
。
こ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
み
た
い
。
年
を
重
ね
て
も
、
い

え
、
重
ね
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
培
わ
れ
た
好
奇

心
。
で
も
、
ひ
と
り
で
や
る
に
は
ち
ょ
と
味
気

な
い
し
…
。
そ
ん
な
あ
な
た
に
紹
介
し
た
い
の

が
、
豊
頃
町
の
生
涯
教
室
と
豊
寿
大
学
で
す
。

　

生
涯
教
室
は
、
各
地
区
に
設
け
ら
れ
た
教
室

を
拠
点
と
し
、
勉
強
会
や
奉
仕
活
動
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
行
わ
れ
ま
す
。
取
り
組
み
は
基
本
的
に
、
自

主
活
動
・
自
主
運
営
。
各
教
室
に
所
属
し
た
メ

ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
学
級
長
な
ど
の
役
割
を
決

め
、
活
動
は
教
室
ご
と
に
年
10
回
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

豊
寿
大
学
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
入
学
で
き
る
大
学
で
す
。
写
真
や
手
芸
、

社
交
ダ
ン
ス
な
ど
な
ど
、
科
目
は
全
部
で
8
ク

ラ
ス
。
4
年
制
で
、
ど
こ
で
も
自
分
が
好
き
な

教
科
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
一
度
行

わ
れ
る
学
習
発
表
会
は
、
1
年
間
の
成
果
を
み

ん
な
の
前
で
披
露
す
る
、
と
っ
て
お
き
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
「
仲
間
が
で
き
る
の
が
、
一
番
楽
し
い
」と
、

生
涯
教
室
、
豊
寿
大
学
に
集
う
人
々
が
口
々
に

話
し
て
く
れ
た
言
葉
。
生
涯
を
通
じ
て
、
夢
中

に
な
れ
る
生
き
が
い
が
あ
る
こ
と
。
仲
間
と
共

に
学
び
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
。
皆
さ
ん

の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
と
真
剣
な
眼
差
し
が
、

と
っ
て
も
印
象
的
で
し
た
。

＊奉仕活動＊
＊軽スポーツ＊
＊清掃活動＊

＊町内外バス学習＊
＊施設見学＊
＊屋外スポーツ＊
＊安全な生活＊

＊しめ縄作り＊
＊行政相談＊
＊町政を聞く＊

＊金次郎体操ゲーム＊
＊健康管理＊
＊交流学習＊
＊映画鑑賞＊

活動内容例

＊十弗生涯教室＊
＊豊頃生涯教室＊
＊茂岩生涯教室＊
＊大津生涯教室＊

＊農野牛中央生涯教室＊
＊統内生涯教室＊
＊二宮生涯教室＊

教　　　室

＊器楽科＊
＊舞踊科＊
＊書道科＊

＊声楽科＊
＊写真科＊
＊手芸科＊

選  択  教  科

＊社交ダンス科＊
＊文学科＊



39 toyokoro

とよころ町の笑顔が集まる場所

豊寿大学の授業風景を覗いてみました私たち、
大学生です！

器楽
はるにれホール
にて練習中♪

写真
渾身のベスト
ショットは…!?

手芸
みなさん、手先
が器用ですね！

舞踊
着物を着て、
おしとやかに。

書道
お父さんたちも、
とっても真剣で
す。

社交ダンス
笑いの絶えない、
賑やかクラスで
す。

文学
編集長もいる、
本格派です。

声楽
つまりカラオケ。
美声ぞろいです
よ～。
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豊頃町茂岩栄町４
TEL.015-574-3931

子どもたちの笑顔が
輝くまちへ

こどもプラザとよころに
はさまざまな児童福祉施
設が集められ、家庭事情
や成長具合、子どもの年
齢に応じたサービスを提
供しています。

　

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
と
よ
こ
ろ
は
、
閉
校
し
た
旧

茂
岩
小
学
校
を
改
築
し
、
再
活
用
す
る
形
で

2
0
0
7
年
に
開
館
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
窓
口
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
ま
す

ま
す
便
利
に
な
っ
た
」
と
い
う
利
用
者
の
声
も

多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
校
か
ら
の
通
学
バ
ス
が
通
っ
て
い
る
た
め
、

学
童
が
放
課
後
に
気
軽
に
遊
び
に
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
も
嬉
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
を
頑
張
る
保
護
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
も
、

子
育
て
支
援
に
お
け
る
重
要
な
要
素
。
育
児
相

談
が
で
き
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
親
ど

う
し
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
ん
ぱ

く
広
場
な
ど
、
仕
事
に
家
庭
に
育
児
に
大
忙
し

の
保
護
者
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
、
心

強
い
味
方
な
の
で
す
。「
今
後
は
ま
す
ま
す
保

護
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
を
行
え
る
よ
う
、
務
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、

私
た
ち
の
心
、
そ
し
て
地
域
全
体
を
も
明
る
く

照
ら
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
が
し
ま
す
。

子
ど
も
ど
う
し
、
親
ど
う
し
、
親
子
や
地
域
の

大
人
た
ち
が
互
い
に
交
流
を
持
ち
、
心
と
心
が

繋
が
り
合
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
。
忙
し
い
現

代
で
は
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
は
、
豊
か
な
心
と
社
会
を
育
む
た
め

に
、
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
結
び
つ
き
を
強
め
な
が
ら
、
豊
頃

町
も
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
る
の
で
す
。

取り組みいろいろ

■ 七夕まつり ■ ひな祭り ■ 豆まき

●茂岩保育所1F
●子育て支援センター
●ことばの教室
●学童保育所

2F
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とよころ町の笑顔が集まる場所

　この日、える夢館の調理場では子育て支援セン
ターと町の教育委員会が主催する、親子うどん作
りが行われていました。「おいしくな～れ」と、魔
法の言葉を唱えながら、小さな手足をいっぱいに
使って生地を捏

こ
ねる姿に、微笑ましい気持ちで

いっぱいになります。出来上がったアツアツのう
どんを前に「いただきます！」と元気に手を合わせ
る子どもたち。「イベントのときは、嫌いな野菜
も全部食べてくれるんですよ」と笑うスタッフの
優しい笑顔に見守られながら、おいしいひと時を
過ごしました。

みんなで
わいわい！
楽しい
うどん作り

　毎週木曜日にはプレイルームが開放されます。
子どもたちを遊ばせながら親どうしでおしゃべり
を楽しめるわんぱく広場の時間です。さまざまな
イベントが開催されていますが、中でも盛り上が
るのが毎年12月に行われる、恒例のクリスマス
会です。サンタさんから一人ひとりへのとってお
きのプレゼントをもらった後には、みんなでおい
しいケーキをお腹いっぱい味わいます。子どもた
ちもおおはしゃぎで、そんな子どもたちを見守る
保護者やスタッフたちも嬉しそうでした。

サンタさんと
一緒に！
クリスマス会



　

豊
頃
町
社
会
福
祉
協
議
会︵
社
協
︶は
、
地
域

の
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
・
拡
大
・
P
R
を

行
っ
て
い
る
民
間
福
祉
団
体
で
す
。
地
域
の
中

で
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え

な
が
ら
、
協
力
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
楽

し
く
過
ご
せ
る
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
事
業
の
展
開
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
っ
た
昼
食
を
食
べ
た
り
、
健

康
体
操
や
工
作
な
ど
を
行
う
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
の
開
催
。
い
き
い
き
と
健

康
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
高
齢
の

方
に
介
護
予
防
や
健
康
増
進
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

そ
の
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。自
称
代
表
取
締
役

の
ト
ヨ
ッ
ピ
ー
は
職
員
の
手
づ
く
り
着
ぐ
る
み
で
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
人
気
者
で
す
。

豊頃町茂岩栄町102（豊頃町福祉センター内）
TEL.015-574-3143

健康で明るく、元気なまちづくり
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「
豊
頃
は
る
に
れ
友
遊
館
」の
中
に
あ
る
喫
茶

ふ
わ
り
。
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
材
を
中
心
に
使
用

し
て
造
ら
れ
た
、
木
の
や
さ
し
い
温
も
り
を
存

分
に
楽
し
め
る
空
間
で
す
。
店
舗
内
に
は
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
茶
ふ
わ
り
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
の

自
立
支
援
の
場
と
し
て
平
成
22
年
に
開
店
。
障

が
い
を
持
つ
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん

が
協
力
し
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ナ
ポ
リ
タ
ン

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
団
体
や

サ
ー
ク
ル
単
位
で
の
利
用
も
可
能
。
会
合
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
活
用
方
法

は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
喫
茶
ふ
わ
り
は
町
内
、
町

外
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
と

し
て
も
愛
さ
れ
て
い
る
場
所
な
の
で
す
。

豊頃町茂岩本町26（豊頃町はるにれ友遊館内）
TEL.015-578-7777
営業時間／10：00～15：00
定  休  日／土・日曜、祝日

木の温もりあふれる喫茶店で、
ゆったり時間を



豊頃町茂岩新和町
TEL.015-574-2206（豊頃町商工会）
営業時間／10：00～17：00（営業期間／４月末～11月中旬）
営  業  日／金～日曜、祝日のみ営業

豊頃町の「食」がそろう、
買い物スポット

国道沿いにあり、ドライ
ブの際の休憩所としても
活用されている直売所。
豊頃の旬の味覚はすべて
ここでそろうと言っても
過言ではありません。

　

地
元
の
農
家
さ
ん
が
直
接
持
ち
込
む
新
鮮
な

野
菜
が
各
種
そ
ろ
う
直
売
所
。
町
内
で
人
気
の

加
工
品
も
多
数
販
売
し
て
お
り
、
町
外
か
ら
訪

れ
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
道
産
材
を
使
っ
た
木

造
平
屋
の
建
物
は
、
天
井
も
高
く
広
々
と
し
て

い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物
を
楽
し
め
る
雰
囲

気
。
敷
地
内
に
は「
食
彩
は
る
に
れ
」、「
は
る
に

れ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
な
ど
の
飲
食
店
も
あ
り
、

ホ
ッ
キ
カ
レ
ー
や
手
打
ち
そ
ば
な
ど
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
た
り
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味

わ
い
の
ア
イ
ス
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
は
日
々
の
食
材
の
買
い

出
し
に
、
観
光
客
は
豊
頃
な
ら
で
は
の
お
土
産

を
求
め
て
。
こ
こ
は
い
つ
も
、
た
く
さ
ん
の

人
々
の
笑
顔
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

●とよころ物産直売所
　地元の農産物や魚介類、工芸品などを購入できます。

●食彩はるにれ
　名物の手打ちそばや、魚介のうま味が凝縮されたカレー
など、食事メニューも充実。

●はるにれソフトクリーム
　とんがり屋根が可愛らしいお店。あっさり味のソフトク
リームをぜひ。

物　産
直売所

地元の農・海産物が
勢ぞろい食彩

はるにれ

地元産の食材中心の
お食事処

はるにれ
ソフト
クリーム

あっさり
とした
甘さが人気

■ホッキカレー

■手打ちそば

■パニーニ
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とよころ町の笑顔が集まる場所



森林公園キャンプ場
豊頃町茂岩49（茂岩山自然公園内）
TEL.015-574-2111（十勝ロイヤルホテル）
使用期間／4月下旬～11月上旬
使 用 料／■キャンプ場　1日1夜　300円
　■バンガロー  Ａ（8人用）日帰り2,500円、宿泊5,000円
　　　　　　　　  Ｂ（6人用）日帰り2,000円、宿泊4,000円
　　　　　　　　  Ｃ（4人用）日帰り1,500円、宿泊3,000円
　■寝具　1日1式（マット、毛布、枕）600円

とよころ町の笑顔が集まる場所

　

2
0
1
4
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、長
節
湖
キ
ャ

ン
プ
場
管
理
施
設
、
い
ん
か
る
し
～
長
節
。
イ

ン
カ
ル
シ
ー
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
眺
望
で
き
る

場
所
」
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
の
名
前
の
通
り
、

湖
に
面
し
て
大
き
く
取
ら
れ
た
窓
か
ら
は
、
雄

大
な
海
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
場
内
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
予
約
受
け
付
け
の

窓
口
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
施
設
内
に
は
プ
チ
カ

フ
ェ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
や
か
き

氷
を
販
売
。
美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
の

ん
び
り
と
過
ご
す
時
間
も
ま
た
、
良
い
も
の
で

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

誰
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
。

2
0
1
4
年
に
行
わ
れ
た
全
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ

大
会
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
り
ま
し
た
。

営業時間／10：00～15：00
TEL.015-575-2329
※お電話にて、バンガローの予約を承ります。
※7月中旬～9月中旬は毎日営業。それ以降は土・日曜、祝日のみの営業となります。
※冬期間は休業です。

長節湖をもっと楽しむための、
サポート施設ができました
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町民プール
豊頃町中央若葉町22-1（豊頃小学校内）
TEL.015-574-4788
開館時間／13：00～20：00
　　　　　※土・日曜、祝日、小学校夏季休暇中10：00～
開館期間／6月1日～9月30日
使  用  料／町民無料
施設概要／25mプール4コース、幼児用プール、採暖室 

野球場
豊頃町茂岩49（茂岩山自然公園内）
TEL.015-574-2480（総合体育館）
使用期間／5月～10月
施設概要／
　▶少年、一般軟式野球
　▶内外野フェンス、ダグアウト、本部席、両翼91ｍ
利用申込／事前にお申し込みください。

総合体育館
豊頃町茂岩本町167　TEL.015-574-2480
開館時間／ 9：00～21：00（月曜のみ～17：00）
閉 館 日／祝日の翌日、12月30日～ 1月5日
施設概要／アリーナ（バスケットボール・バレーボー

ル・テニス各2面・バドミントン6面）、
　　　　　トレーニング室、小体育室、走路（1周130

ｍ）、研修室、男女ロッカー室 
利用申込／使用希望日の7日前までにお申し込みください。

パークゴルフ場
豊頃町茂岩49（茂岩山自然公園内）
TEL.015-574-2882（茂岩山グリーンハウス）
使用期間／4月下旬～11月上旬
使 用 料／無料
施設概要／ホール数36、バー 144、距離1,605m、
　　　　　ロング80m
※用具の無料レンタルも行っています。

茂岩高台多目的運動広場
豊頃町茂岩49（茂岩山自然公園内）
TEL.015-574-2215（豊頃町役場施設課）
試用期間／4月下旬～11月上旬
施設概要／サッカーコート１面（練習用サブグラウンド有）



＊町立豊頃医院　
　 内科・小児科

＊豊頃町歯科診療所
　 歯科・小児歯科

＊デイサービスセンター　1ヵ所
＊グループホーム 　        1ヵ所
＊特別養護老人ホーム  1ヵ所
＊地域密着型
　介護老人福祉施設　  1ヵ所
＊福祉活動拠点施設     1ヵ所

＊町立保育所　　　    2ヵ所
＊町立小学校　　 　   2ヵ所
＊町立中学校　　    　1ヵ所

教育福祉医療

素敵に年を重ねてきた、おじいちゃん、おば
あちゃん。いつまでも元気でいてほしいから、
豊頃町は福祉政策にも力を入れています。さ
らに、やりがいを持って日々を楽しめるよう
にと、豊寿大学や各種サークル活動なども開
催。趣味を同じくする仲間と一緒に過ごす時
間は、掛け替えのないものです。

町民誰もが健康で安心して暮らせる町づくり
を目指して、町立豊頃医院、大津診療所お
よび豊頃町歯科診療所を開設。良質な医療を
提供できる体制の確立に努めています。また、
町の未来を担う子どもたちの健やかな成長を
願い、中学校卒業までの医療費無料化を図っ
ています。

のびのび元気に育つ子どもたちは、豊頃町の
宝物。子どもたちがいきいきと、夢に向かっ
て進んでいける町であるよう、町では、教育
に関するさまざまなサポートを行っています。
また、「サケ学習」など、第一次産業従事者が
多くを占める豊頃ならではの、食育への取り
組みも積極的に行っています。

 
豊
頃
町

「
移
住
体
験
」の

 

す
す
め
。

豊
頃
町
で
は
2
棟
の
素
敵
な
住
宅
で

移
住
体
験
が
で
き
ま
す
。

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る

北
国
の
田
舎
ま
ち
で
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

＊豊頃町農ある暮らし移住等体験用住宅設置要綱の内
容を遵守していただける方。
＊北海道や十勝への移住、二地域居住に関心のある方。
＊事業の趣旨に賛同してアンケート調査にご協力いた
だける方。
＊聞き取り調査や、ホームページへの写真等の掲載、
調査データ等の活用に対する承諾、マスコミ取材へ
のご協力をいただける方。

　豊頃町役場企画課（015-574-2216）に体験住宅の予約
状況を確認の上、体験住宅借用申請書に体験住宅を
使用する方全員の住民票の写しを添えて提出してく
ださい。

利用条件

申し込み方法北海道産のカラマツをふんだんに
使用した温かみのある住宅。備え
付きの家具も充実し日当たりもよ
く、季節によっては農園で採れる
野菜も味わえます。

カラマツの家1
レンガ敷きの土間でくつろげる、
木のぬくもりいっぱいの家。敷地
内には農園もあり、畑づくりなど
の体験もできます。

土間のある家2

45 toyokoro
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■アロマ＆リフレ

完全予約制の女性専用サロン。アロ
マオイルトリートメントと英国式リ
フレクソロジーを受けることができ
ます。緑に囲まれた廃校の一室。休
日のリラックスタイムを、隠れ家的
な雰囲気で楽しむことができます。

癒しの時間をこんな
場所で過ごしたい

② アロマテラピー＆
　 リフレクソロジー くゆり

TEL.090-9083-8723
Mail：kuyuri@docomo.ne.jp
跏10：00～17：00（最終受付15：00）
跪月、火曜（不定休有り）
※女性専用サロンです。

豊頃町をもっと楽しめる
素敵な廃校舎「とかるね」って
どんなところ？

■ランチ・スイーツ

廃校内の部屋を利用したカフェ。ラ
ンチメニューが充実しているので、
お昼ご飯に最適。人気のプリンや焼
き菓子はテイクアウトもできます。
また、クリスマスや誕生日のオリジ
ナルケーキの販売もしています。

ゆっくりのんびり、
寛ぎのひと時

① ランチカフェ ハッチ

TEL.015-579-5440
跏11：00～17：00（L.O.16：30）
跪火曜・第3月曜

11：00～17：00（L.O.16：30）

とかるねでは、イベントの企画・
運営を承っています。美術、写真、
焼物、音楽、演劇等、さまざまな
アーティストのネットワークを活
かして、要望に応じたイベント企
画をつくります。詳細はお問い合
わせください。
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■手作り雑貨

作り手を応援したいという店主の思
いが詰まった雑貨店。ガラス食器や
陶器、木工品、羊毛フェルトなど
ジャンルは様々。ボタンや金属パー
ツなどハンドメイド素材も多数揃っ
ています。

手作り人にとっての
交流空間

③ 雑貨Q

TEL.015-578-7260
Mail：info@french-q.com
跏10：00～17：00
跪火曜、第3月曜

TEL.015-578-7260

■古道具

アンティーク家具や照明、古道具が
所狭しと並ぶ空間は、古物好きに
とってはたまらない空間。眺めてい
るだけでワクワクするような品物の
数々。たくさんの中から気になるも
のを発見してみてください。

古物好き垂涎の空間

④ アンティークショップ  夢家

TEL.015-579-5440
※不定期営業のため、気になる方はスタッフまで
　お声掛けください。

豊頃町統内1515
TEL.015-579-5440とかるね
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天然記念物の野鳥5種が集う
豊かな恵み育む豊頃町で…。
貴重な鳥たちが集う町でもある豊頃町。
町外、道外からたくさんの野鳥愛好家が詰めかけ、
静かに野鳥を観察する。
そんな知る人ぞ知るツアーに同行した。
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初
冬
を
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
に
冬
が
始
ま

ろ
う
か
と
し
て
い
る
11
月
。
豊
頃
町
を
含
む
4
町

で
、
天
然
記
念
物
野
鳥
観
察
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ

て
い
た
。
幕
別
町
、
音
更
町
、
豊
頃
町
、
浦
幌
町

を
ま
た
が
っ
て
開
催
さ
れ
る
ツ
ア
ー
の
行
程
の
中

で
は
、
世
界
中
で
も
同
じ
地
域
で
生
息
す
る
の
は

道
東
だ
け
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
5
種
の
天
然
記

念
物
の
野
鳥
を
観
察
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
野
鳥
な

の
で
、
5
種
全
て
を
必
ず
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
十
勝
川
温
泉
か
ら

始
ま
る
バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
、
約
30
名
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
こ
の
地
域
に
生
息
す
る
野
鳥
へ
の
関
心

の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　

午
前
9
時
半
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
1
日
の
行

程
。
貸
切
バ
ス
に
乗
っ
て
十
勝
川
沿
い
に
野
鳥
の

観
察
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
豊
頃
町

に
入
る
頃
に
は
ち
ょ
う
ど
お
昼
ど
き
。
参
加
者
た

ち
は「
え
る
夢
館
」で
お
弁
当
を
食
べ
て
腹
ご
し
ら

え
を
し
て
か
ら
、
町
内
徒
歩
圏
内
で
の
ス
イ
ー
ツ

め
ぐ
り
を
楽
し
ん
だ
。
野
鳥
観
察
が
も
ち
ろ
ん
メ

イ
ン
だ
が
、
町
外
か
ら
の
参
加
者
た
ち
に
と
っ
て

は
、
バ
ス
旅
で
の
空
き
時
間
は
貴
重
な
買
物
タ
イ

ム
。
13
時
を
ま
わ
っ
た
頃
、
町
内
の
野
鳥
観
察
ポ

イ
ン
ト
へ
と
バ
ス
が
出
発
し
た
。

　

ま
ず
、
大
沼
へ
と
向
か
う
最
中
、
町
の
中
心
部

か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
、
何
の
変
哲
も
な
い

畑
の
真
ん
中
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
発
見
。
バ
ス
が
ス

ピ
ー
ド
を
緩
め
る
と
同
時
に
、
ワ
ッ
と
立
ち
上

が
っ
て
カ
メ
ラ
を
向
け
る
参
加
者
た
ち
。
運
営
ス

タ
ッ
フ
が
バ
ス
か
ら
降
り
て
望
遠
鏡
を
セ
ッ
ト
す

る
と
、
次
々
に
覗
き
込
ん
で
は
喜
び
の
声
を
あ
げ

る
。
豊
頃
町
に
よ
う
こ
そ
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
町
内
で
よ
く
目
に
す
る
こ
と
の

で
き
る
鳥
。
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
道
外
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
と
あ
っ
て
、

特
に
本
州
か
ら
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
た
ち
に

と
っ
て
は
嬉
し
い
出
会
い
だ
。

　

バ
ス
は
農
道
を
器
用
に
走
り
な
が
ら
、
大
沼
、

三
日
月
沼
と
場
所
を
移
し
、
と
あ
る
観
察
ポ
イ
ン

ト
へ
。
車
中
で
も
、
誰
か
が
動
物
を
発
見
す
る
た

び
に
立
ち
上
が
っ
た
り
、
双
眼
鏡
を
構
え
る
姿
が

見
ら
れ
た
。
移
動
中
で
も
油
断
で
き
な
い
の
は
、

帽子、手袋が欠かせない
寒さ。北海道の気候だか
らこそ観察できる鳥たち
の姿に、感動し通しの参
加者たち。

1日の滞在でも、多種多様
な野鳥に出会うことができ
た。改めて見てみると、い
つも見ていた景色が違って
見える。鳥に詳しくなかっ
たとしても、十分に楽しめ
る、充実の内容だ。
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全長約1.5メートルの大型
の鳥。頭頂部が裸出してい
るため、皮膚の色が赤く見
える。つがいは一生添い遂
げるという珍しい習性を持
ち、縁起のよい鳥として珍
重される。

冬に日本へやって来る渡り
鳥の一種。体全体は渋い褐
色。ガンの仲間ではあるも
のの、嘴が黒いので、マガ
ンとの区別は明らか。オオ
ヒシクイと非常によく似て
いる。

全長70センチメートルほ
どの、渡り鳥。嘴がオレン
ジやピンクがかった色をし
ている。時には数千羽が群
れを成して飛ぶ。隊列を成
すその姿は見事なもの。

体全体が茶色がかっている
のが特徴。オオワシほどで
はないが、嘴は黄色で、そ
の名のとおり尾羽が白い。
木にとまっていると保護色
で見つけにくいが、よく見
るとそこら中にいた、なん
てことも。

羽を広げると2メートルを
超える、日本で観察できる
最大級の野鳥。大きく鋭い
嘴と、睨みつけるような眼
光をもち、樹上に鎮座する
姿はとても勇壮。

▶生態系を崩さないよう、動植物の採取は決してしないでください。
▶鳥たちのテリトリーでは大きな音などを立てず、静かに観察しましょう。
▶危険を避けるためや、畑を荒らさないためにも、道を外れないようにしましょう。
▶写真などを撮る際には、鳥たちや周囲の環境に十分配慮してください。
▶営巣中など、デリケートな状態の鳥たちにストレスをかけないようにしましょう。

野鳥観察のマナー野鳥鳥観察のマナー野鳥観察のマナー
写真提供／アークコーポレーション（株）
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町
内
に
は
想
像
以
上
に
多
く
の
動
物
が
生
息
し
て

い
る
か
ら
。
一
瞬
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
ま
い
と
、

参
加
者
に
混
じ
っ
て
目
を
凝
ら
す
。
農
道
の
両
側

に
あ
る
観
察
ポ
イ
ン
ト
に
は
、
た
く
さ
ん
の
マ
ガ

ン
や
ヒ
シ
ク
イ
が
群
れ
を
成
し
て
飛
ん
で
は
羽
を

休
め
、
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
い
た
。
歓
声
を

あ
げ
る
参
加
者
た
ち
。

　

野
鳥
に
疎
い
人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
鳥

は
、
あ
ま
り
印
象
に
残
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
形
は
カ
モ
の
よ
う
で
も
あ
り
、
色

は
茶
色
や
グ
レ
ー
、
白
な
ど
、
周
囲
の
風
景
に
溶

け
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
配
色
だ
か
ら
だ
。
し
か

し
、
こ
こ
で
も
参
加
者
た
ち
は
喜
々
と
し
て
双
眼

鏡
を
覗
き
込
ん
で
は
、
連
れ
合
い
と
野
鳥
談
話
を

繰
り
広
げ
た
り
、
夢
中
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
た
り
し
て
い
る
。

　
「
あ
っ
！
」。
双
眼
鏡
を
覗
い
て
い
た
ひ
と
り

が
声
を
上
げ
、
一
斉
に
み
ん
な
が
そ
ち
ら
を
見

る
。
そ
う
す
る
と
、
世
界
的
に
も
珍
し
く
、
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
観
察
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
「
あ
る

鳥
」
が
、
群
れ
の
中
に
1
羽
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ど
よ
め
き
が
起
こ
る
。
冬
用
の

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
着
て
い
て
も
な
お
刺
す

よ
う
に
冷
た
い
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
農
道
の
中

に
あ
り
な
が
ら
、
一
心
に
野
鳥
を
観
察
す
る
時
間
。

「
こ
の
鳥
は
本
当
に
貴
重
だ
か
ら
、
あ
ま
り
言
わ

な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
だ
よ
、
実
は
」。
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
中
の
一
人
が
、
冗
談
め
か
し
て
話
し
て

く
れ
た
。
ど
ん
な
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、

参
加
し
た
人
だ
け
の
お
楽
し
み
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
日
の
日
程
は
、
こ
の
あ
と
も
ま
だ
ま
だ
続

く
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
湧
洞
沼
や
大
津
港
な

ど
、
海
沿
い
の
ほ
う
へ
と
場
所
を
移
す
は
ず
の
行

程
は
、
こ
こ
で
の
観
察
を
も
っ
て
タ
イ
ム
ア
ッ
プ

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
参
加
者
は
夢

中
に
な
っ
て
野
鳥
を
観
察
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

帰
路
に
名
残
惜
し
げ
な
声
こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
、

行
程
が
変
更
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る

不
満
な
ど
が
聞
こ
え
て
こ
な
か
っ
た
の
も
印
象
的

だ
っ
た
。
誰
も
が
、
豊
頃
町
で
の
体
験
に
満
足
し

て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
町
民
で
あ
れ
ば
見
慣
れ
て

い
る
は
ず
の
野
鳥
は
、
外
か
ら
の
視
点
で
は
こ
ん

な
に
も
魅
力
的
に
映
る
。
新
し
い
豊
頃
町
の
美
し

さ
を
発
見
で
き
た
ツ
ア
ー
で
も
あ
っ
た
。

■ 天然記念物野鳥観察ツアー

東十勝ロングトレイル協議会事務局（豊頃町商工会内）
お問合わせ・申込み先

〒089-5312  豊頃町茂岩本町135番地1  TEL.015-574-2206  FAX.015-574-3776

毎年3月・11月 ※天然記念物5種が見られる可能性が高い時期

野鳥ガイドが同行し、観察スポットや鳥の豆知識などをガイドしなが
らみなさんをご案内します。移動は全て貸し切りバスです。タンチョ
ウ、ヒシクイ、マガン、オオワシ、オジロワシの天然記念物5種の野
鳥の他にも、キタキツネやエゾシカ、運がよければサケの遡上や産卵
を観察することもできます。小雨でも決行しますが、気象条件によっ
ては中止となる場合があります。



豊頃町茂岩本町11　TEL.015-574-2070
跏17：00～24：00（L.O.11：30）
跪月曜

やきとり とり良

旧とり好の店舗に、新たにオープンしたとり
良。鳥串やから揚げ、馬レバーなど、選りす
ぐりのメニューで至福のときを。

2

豊頃町茂岩新和町　TEL.015-574-2206
跏10：00～17：00（営業期間／4月末～11月中旬）
跪金～日曜、祝日のみ営業

食彩はるにれ

手打ちそばやホッキカレーなど、地元産中心
の手づくり料理を楽しめる食堂。素材へのこ
だわりと、お母さんたちの人柄が魅力です。

1

豊頃旭町238　TEL.015-574-2197
跏11：00～20：00（月曜～14：00）
跏不定休

赤胴ラーメン

開店から30年、両親から引き継いだ味を守り
続け、多くの常連さんたちから愛されていま
す。

9

豊頃町二宮153　TEL.090-5220-7218
跏11：00～16：00
跪 土・日曜

こだわりの店 はらっぱ

雑木林の中にたたずむお店。十勝産小麦と町
内産野菜をたっぷり使った手作りピザがおす
すめ。羊羹やシフォンケーキもあります。

8

豊頃町茂岩本町127　TEL.015-574-2150
跏8：30～19：00（日曜9：00～17：00）
跪不定休

豊月

求肥で生クリームとスポンジを包み込んだピ
ローは、洋と和が口の中でハーモニーを奏で
る、ふ～わふわのお菓子です。

7

物産直売所

ハルニレの木

え る 夢 館

ラ  イブラ  イブマッマッププ
Toyokoro Drive Map

38

移住体験住宅

十勝川

物産直売所物産直売所物産直売所

1

役場役場
える夢館える夢館

7

8

2

9 至
浦
幌

至帯広

3
4
5
6

ハルニレの木ハルニレの木

320

至池田
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豊頃町茂岩本町26（豊頃町はるにれ友遊館内）
TEL.015-578-7777
跏10：00～15：00　跪土・日曜、祝日

喫茶ふわり

障がいを持つ人たちの自立支援を目的とする
ふわり。木の優しい温もりに包まれて味わう、
カレーライスやナポリタンをぜひ。

3



茂岩本町37  スーパーアグリ2Ｆ
TEL.015-574-2415
跏11：30～13：30　跪土・日曜、祝日

レストランいしだ

香ばしいチャーハンの上に、特製タレで絡め
た豚肉が乗った看板メニュー。ジューシーな
お肉とチャーハンの組み合わせが絶妙です。

6

茂岩本町34　TEL.015-574-3302
跏11：30～14：30、17：00～20：00
跪土曜午後、日曜

食事処 よし屋

栄養＆ボリューム満点で、常連さんからは
「ごはん半分にして！」という声も。小上がりも
あり、ファミリーでもゆっくりとくつろげます。

5

豊頃町茂岩本町30　TEL.015-574-2402
跏9：00～20：00
跪月・火曜（祝日の場合営業）

朝日堂

さっくりふんわり揚げられたドーナツに、な
めらかなクリーム。1日に1,200個も売れる理
由が分かります。

4

豊頃町大津幸町38　TEL.015-575-2226
跏8：00～17：00
跪日曜

松村商店

新鮮な大津の海産物を加工販売する松村さん。
仕入れるサケは、どの海域で捕れたものなの
かにまでこだわります。

12

豊頃町大津寿町5-2　TEL.015-575-2331
跏11：00～15：00
跪月曜

きいちゃん食堂

きいちゃん食堂は大津唯一の飲食店。大津産
のエゾバイたっぷりの「つぶ味噌ラーメン」が
人気です。愛情たっぷりのメニューばかり！

11

豊頃町大津港町2　TEL.015-575-2144
跏9：00～17：00
跪不定休

中村水産

大津からほど近い湧洞湖で揚がったワカサギ
をすぐに炊き上げるから鮮度は抜群。はらわ
たの苦みがなく適度な噛み応えに。

10

湧 洞 牧 場

原生花園・長節湖

カラマツの家

豊頃豊頃町町ドドラ  イブラ  イブ

912

十勝川

湧洞牧場 長節湖長節湖

1100
1111

121212

911

336336
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大津漁協青年部直販まつり

▶開催時期
　4月下旬
　▶会　場
　大津漁協1階
　荷捌所（豊頃町大津港町35）
　▶主　催
　大津漁業協同組合青年部、
　大津地域マリンビジョン協議会、

　とよころ担い手サポート協議会

大津前浜でとれたツブやホッキ、
タコなどの「活」の魚介類を直販
しています。だから安心！　安
全！　そして安い！　人気の特
売セットは整理券を配布するほ
どの人気ぶりです。

お問い合わせ  TEL.015-575-2311（事務局：大津
漁業協同組合）

海と大地の祭典
とよころ産業まつり

▶開催時期
　毎年9月第2日曜日
　▶会　場
　JAとよころ  多目的広場
　▶主　催
　とよころ産業まつり実行委員会

海と大地に恵まれた豊頃町で、
豊頃の秋の味覚を満喫できるお
祭り。秋あじのつかみ取り、歌
謡ショーなども行われます。こ
の機会だからこそ手に入れられ
る産品がたくさんあります！

お問い合わせ  TEL.015-574-2216（豊頃町役場  企画課商工観光係）

大津港大漁まつり

▶開催時期
　毎年12月第1日曜10：15～13：00頃　▶会　場
　大津漁業協同組合
　（豊頃町大津港町35）
　▶主　催
　大津港大漁まつり実行委員会

売り切れ御免！　大津で水揚げされる新鮮な海の幸を激安の浜値で販売します。アトラクションもたくさん実施しており、甘酒や鍋など、飲食物の無料提供も嬉しいポイントです。

お問い合わせ  TEL.015-575-2311（事務局：大津漁業協同組合）

とよころ夏祭り

▶開催時期
　毎年8月中旬  14：00頃～　（花火大会は19：30 ～）
　▶会　場
　える夢館駐車場
　▶主　催
　豊頃町商工会
　▶主　管
　とよころ夏まつり実行委員会

1,000発の花火が空を彩る、豊頃の夏を代表する花火イベント。どさんこ戦隊「ハルニレンジャー」ショー、ウクレレ演奏や和太鼓演奏など、家族みんなで楽しむことができますよ。

お問い合わせ  TEL.015-574-2206

二宮獅子舞神楽

▶開催時期
　毎年9月20日
　▶会　場
　報徳二宮神社境内
　（豊頃町二宮966）

二宮獅子舞神楽が始まったのは、
大正9年。二宮郷土芸能保存会
の手により、その伝統は現代へ
と受け継がれています。福島県
から伝わった勇壮な舞は圧巻の
ひとこと。

お問い合わせ  TEL.015-579-5801（豊頃町教育委
員会）
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どさんこ戦隊
ハルニレンジャー
とは…
ハルニレの木に宿った
「天・地・海」の3つの魂
から生まれた、正義の
ヒーローなのです！　
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町名・町章の由来
アイヌ語の「トエコロ」が語源で、その意味は「大きなフキが
生えていたところ」といわれています。町章は、中心からト・ヨ・
コ・ロを抽象化し、平和・親和・協力・団結を示し、変形三重
円は波紋を表現し、町の限りない躍進を表しています。

豊頃町民憲章
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十勝川の流れるところ——
その大
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をのぞむ、十勝発祥の地に働くよろこびに生きる、豊頃の町民です。
わたくしたちは、先人のたくましい開拓精神と、報徳のおしえをうけつぐことを
ほこりとし、この町民憲章を定めます。

いまを充実させ、未来を発展させるために。
●健康で、明るい町をつくりましょう。
●自然を愛し、生産を高め、豊かな町をつくりましょう。
●きまりを守り、安全で住みよい町をつくりましょう。
●お互いの立場を理解し、助け合って、しあわせな町をつくりましょう。
●文化を高め、未来に夢をもつ町をつくりましょう。

位置・地勢
東経143度30分・北緯42度48分、十勝の東南端に位置し、同緯度
にはボストン、シカゴ、ローマなどの都市があります。町の東部を
流れる十勝川の河岸段丘と、西
部地域の標高約330mを最高と
する低丘陵地で形成されており、
十勝川とその支流沿いに肥沃な
耕地が広がり、丘陵部は豊かな
森林地帯となっています。

W143°30.21

N42°48.04

気　候
内陸部は大陸性の気候を示し、夏は比較的高温、冬は低温・乾燥
の日が続きます。平均気温は夏は約20℃、冬はマイナス10℃前後。
雨量は少なく、秋から春にかけて晴天日が非常に多いドライ・ゾー
ンとなります。
南部は太平洋
の影響で、夏
期に海霧の発
生があります。
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人口・世帯
平成26年12月末現在の人口は3,359人（男1,615人、女1,744人）
で、世帯数は1,509戸となっています。昭和30年代には1万人を上
回る人口を数えまし
たが、40年代には
いって過疎化が進み
急速に減少しまし
た。50年代後半か
らは5,000人台とな
り、現在も減少傾向
にあります。
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人口推移

平成26年12月現在
○男性　1615人
○女性　1744人
●合計　3359人
●世帯　1509戸

1484戸
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姉妹都市

●サマーランド（カナダ国）
　サマーランドとの交流は池田町の姉妹都
市ペンティクトンの紹介で始まったもの
で、平成6年の中高生の派遣（ホームス
テイ）からスタートしました。

面　積
豊頃町の直線延長は東西が約34km、南北が約35kmで、その
面積は536.52km2となっています。この広さは十勝支庁全体
（10,831.23km2）のおよそ20分の1にあたり、管内19市町村のうちで
9番目の広さとなっています。森林面積が61％を占め、農業用地は約
20％となっています。

豊頃町
DATA

●相馬市（福島県）　　　　　●滑川市（富山県）

相馬市、滑川市は、豊頃開拓の祖二宮尊親と、富山県から多くの
移住者があったことから、2都市と姉妹締結をしています。
報徳精神や深い関わりを大切にしながら、産業や文化交流、児童
親善使節団をとおして、まちづくりや福祉の向上をともに目指し
ています。
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TEL.015-574-2211  FAX.015-574-3750

北
海
道
豊
頃
町

2
0
1
5  

豊
頃
町  

町
勢
要
覧




